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一　

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
日
中
戦
争
時
期
に
宣
伝
部
次
長
等
と
し
て
汪
精
衛

政
権
に
参
画
し
、
戦
後
は
日
本
に
滞
在
し
た
胡
蘭
成
に
つ
い
て
、
主
に

政
論
家
と
し
て
の
側
面
か
ら
そ
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
胡
蘭
成
研
究
は
、
張
愛
玲
と
の
関
係
や
そ
の
独

特
の
文
体
・
思
想
に
注
目
し
た
も
の
が
主
流
を
成
し
、
す
で
に
豊
富
な

成
果
が
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
当
時
複
数
の
人
が
胡
蘭
成
を
一
義
的

に
は
政
論
家
と
理
解
し
て
い
た
点
を
看
過
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る

（
1
）
。
例
え
ば
一
九
四
三
年
に
南
京
で
胡
蘭
成
に
面
会
し
た
作
家
高
見

順
は
、
胡
蘭
成
を
「
政
治
家
と
い
う
よ
り
政
論
家
」
と
見
て
い
た
他

（
2
）
、
同
時
代
の
中
国
に
も
同
様
の
評
価
が
確
認
さ
れ
る
（
3
）
。

政
論
家
の
側
面
に
注
目
し
て
胡
蘭
成
の
戦
前
戦
後
の
主
張
を
検
討
す

る
と
、
胡
の
取
り
上
げ
た
表
面
上
の
テ
ー
マ
や
関
心
は
時
に
変
化
す
る

も
の
の
、
政
治
や
社
会
の
問
題
を
論
議
し
続
け
た
と
い
う
点
で
は
一
貫

性
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
へ
の
着
目
か
ら
、
本
稿
で
は
胡
蘭
成
の
日
本
軍

占
領
地
（
以
下
占
領
地
）
で
の
議
論
の
志
向
が
、
表
面
上
の
変
容
を
伴

い
な
が
ら
も
戦
後
に
も
継
続
さ
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
ま
た
そ
こ
か
ら
、
戦
後
日
本
に
亡
命
し
た
他
の
対
日
協
力
政

権
関
係
者
の
動
向
と
の
相
違
点
も
明
ら
か
に
で
き
よ
う
（
4
）
。

二　

胡
蘭
成
に
つ
い
て

1　

先
行
研
究
―
―
二
つ
の
流
れ

胡
蘭
成
に
関
す
る
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

が
、
そ
の
背
景
に
は
大
き
く
二
つ
の
潮
流
が
あ
る
。
一
つ
は
、
作
家
張

愛
玲
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
で
あ
る
。
張
愛
玲
は
一
九
四
〇
年
代
の

上
海
を
舞
台
に
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
作
家
だ
が
、
中
華
人
民
共
和
国

建
国
直
後
に
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
作
品
は
長
ら
く
中

国
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
張
愛
玲
が
一
九
六

〇
年
代
以
降
に
近
代
中
国
文
学
研
究
で
再
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

張
と
一
時
期
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
胡
蘭
成
へ
の
関
心
も
ま
た
高
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
自
ら
は
回
想
録
の
類
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
か
っ
た
張
愛
玲

を
研
究
す
る
上
で
、
胡
蘭
成
の
回
想
録
は
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
あ
る
。
二
つ
に
は
、
台
湾
文
学
の
世
界
で
の
関
心
の
高
ま
り
で

あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
一
時
期
、
胡
蘭
成
は
台
湾
に
滞
在
し
た
が

（
年
表
参
照
）、
そ
の
際
邂
逅
し
た
作
家
朱
西
寧
と
そ
の
娘
朱
天
文
・
朱

戦
前
戦
後
を
越
え
る
思
想

―
政
論
家
と
し
て
の
胡
蘭
成

―

関　
　
　

智　

英　
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天
心
が
胡
蘭
成
を
文
学
的
な
見
地
か
ら
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
胡
蘭
成
に
関
す
る
事
実
関
係
は

整
理
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
評
伝
も
編
ま
れ
た
（
5
）
。
本
稿
に
関
わ
る
観
点

に
絞
っ
て
も
、
王
徳
威
が
胡
蘭
成
の
著
作
が
日
本
の
右
翼
の
好
感
を
得

て
い
た
点
を
指
摘
し
（
6
）
、
黄
錦
樹
は
過
度
な
胡
蘭
成
に
対
す
る
評
価

を
批
判
し
て
い
る
（
7
）
。
し
か
し
、
多
く
の
研
究
は
史
料
的
な
制
約
も

あ
り
、
胡
蘭
成
の
活
動
の
一
時
期
を
取
り
上
げ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
そ
の
関
心
も
文
体
や
思
想
、
張
愛
玲
と
の
関
係
に
集
ま
っ
て

い
る
（
8
）
。

こ
う
し
た
中
、
胡
蘭
成
の
日
本
で
の
活
動
に
注
目
し
た
金
文
京
・
濱

田
麻
矢
の
問
題
関
心
は
、
本
稿
と
も
重
な
る
。
金
は
、
朱
西
寧
・
朱
天

文
・
朱
天
心
等
が
胡
蘭
成
の
学
説
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
三
三
集
団
を
組
織

す
る
な
ど
、
胡
蘭
成
が
台
湾
文
学
界
に
与
え
た
影
響
や
、
胡
蘭
成
と
日

本
の
浪
漫
派
文
学
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
（
9
）
。
ま
た
金
・
濱
田

は
、
保
田
与
重
郎
と
の
関
係
を
中
心
に
戦
後
の
胡
蘭
成
の
歩
み
を
整
理

し
た
他
、
胡
蘭
成
の
日
本
語
の
味
わ
い
や
、
高
見
順
・
竹
内
好
の
胡
蘭

成
評
「
野
に
あ
る
文
人
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
そ
し
て
胡
蘭
成
が

中
国
で
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
は
、
汪
政
権
に
参
加
し
た
と
い
う
政

治
的
過
去
だ
け
で
は
な
く
、
業
界
を
越
え
た
交
遊
の
幅
広
さ
と
、
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
た
著
述
の
奔
放
さ
が
、
無
節
操
・
無
責
任
と
い
う
印
象
を

与
え
た
た
め
と
す
る
（
10
）
。

本
稿
で
は
以
上
の
問
題
意
識
を
引
き
継
ぎ
、
一
見
散
漫
に
も
見
え
る

胡
蘭
成
の
言
論
活
動
は
、
政
論
家
と
し
て
は
実
は
一
貫
性
が
あ
り
、
そ

れ
は
戦
前
と
戦
後
と
継
続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
具
体
的
に
は
、
占
領
地
の
雑
誌
・
新
聞
で
胡
が
発
表
し
た
議
論
の

他
、
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
戦
前
の
『
中
華
日
報
』
及
び

戦
後
日
本
で
の
議
論
に
つ
い
て
広
く
検
討
す
る
。

2　

胡
蘭
成
略
歴

胡
蘭
成
の
議
論
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
の
略
歴
を
簡
単
に
纏
め
て
お

く
（
11
）
。
胡
蘭
成
は
一
九
〇
六
年
二
月
浙
江
省
嵊
県
に
生
ま
れ
た
。
杭

州
の
中
学
校
を
四
年
次
に
退
学
し
た
後
は
、
浙
江
・
広
西
の
小
学
校
・

英
文
専
修
学
校
・
師
範
学
校
で
教
壇
に
立
ち
、
こ
の
間
、
一
九
二
六
年

に
は
燕
京
大
学
副
校
長
室
で
事
務
を
担
当
す
る
傍
ら
講
義
を
聴
講
し

た
。胡

蘭
成
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
一
九
三
七
年
に
知
人
の
紹
介
で
、
国

民
党
汪
精
衛
派
の
機
関
紙
『
中
華
日
報
』
主
筆
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
地
方
紙
に
関
わ
っ
た
経
験
は
あ
っ
た
も
の
の
、
地
方
で

一
介
の
教
員
に
過
ぎ
な
か
っ
た
胡
蘭
成
が
、
一
躍
中
央
で
活
躍
す
る
機

会
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
胡
蘭
成
は
経
済
問
題
・
国
際
情
勢
に
つ

い
て
評
論
を
立
て
続
け
に
発
表
し
た
（
論
文
一
覧
参
照
）。
さ
ら
に
日

中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
香
港
の
『
南
華
日
報
』（『
中
華
日
報
』
の
姉
妹

紙
）
総
主
筆
と
な
り
、「
流
沙
」
の
筆
名
で
社
論
を
執
筆
し
、
和
平
運

動
を
始
め
て
い
た
汪
精
衛
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
。

一
九
三
九
年
上
海
に
移
っ
た
胡
蘭
成
は
『
中
華
日
報
』
総
主
筆
と
な

り
、
一
九
四
〇
年
三
月
に
汪
政
権
が
成
立
す
る
と
宣
伝
部
次
長
に
就
任

し
た
。
し
か
し
汪
政
権
成
立
後
、
胡
蘭
成
は
徐
々
に
政
権
か
ら
距
離
を

と
っ
た
。
一
九
四
〇
年
夏
に
『
中
華
日
報
』
を
辞
め
た
胡
蘭
成
は
、
翌

年
創
刊
さ
れ
た
『
国
民
新
聞
』
総
主
筆
に
就
任
す
る
が
、
そ
こ
で
の
筆

禍
に
よ
り
宣
伝
部
次
長
を
辞
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
行
政
院
法
制
局
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長
と
し
て
政
権
内
に
留
ま
る
が
、
対
米
英
参
戦
を
巡
っ
て
汪
精
衛
と
意

見
が
対
立
し
、
一
九
四
三
年
末
に
は
「
日
本
帝
国
主
義
必
敗
、
南
京
政

府
覆
滅
、
国
民
会
議
召
集
」
な
ど
の
議
論
に
よ
り
逮
捕
投
獄
さ
れ
た
。

こ
の
際
、
胡
蘭
成
の
釈
放
に
尽
力
し
た
の
が
池
田
篤
紀
ら
駐
南
京
日
本

大
使
館
の
外
交
官
や
軍
人
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
に
釈
放
さ
れ
た
胡
蘭
成
は
、
上
海
を
経
て
湖
北
に
移

り
、
新
聞
『
大
楚
報
』
の
経
営
に
携
わ
っ
た
。
ち
な
み
に
胡
蘭
成
と
張

愛
玲
と
の
出
会
い
は
上
海
滞
在
中
の
一
九
四
四
年
二
月
で
、
二
人
は
同

年
四
月
に
結
婚
し
、
一
一
月
に
は
共
同
で
雑
誌
『
苦
竹
』
を
創
刊
し
て

い
る
。

日
本
の
敗
戦
後
、
胡
蘭
成
は
重
慶
（
国
民
党
）
か
ら
も
延
安
（
共
産

党
）
か
ら
も
独
立
し
た
第
三
極
を
め
ざ
し
、
鄒
平
凡
（
汪
政
権
陸
軍
上

将
）
ら
と
武
漢
独
立
を
宣
言
し
た
が
、
二
週
間
で
失
敗
し
た
（
12
）
。
そ

の
後
胡
蘭
成
は
浙
江
温
州
に
潜
伏
し
た
。
一
九
四
九
年
一
〇
月
に
人
民

共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
梁
漱
溟
の
招
き
で
北
京
行
を
検
討
す
る
も
、

最
終
的
に
は
香
港
を
経
由
し
て
、
一
九
五
〇
年
九
月
日
本
に
亡
命
し

た
。日

本
で
の
胡
蘭
成
は
清
水
董
三
や
池
田
篤
紀
ら
旧
知
の
日
本
人
の
助

け
を
得
な
が
ら
、
各
種
新
聞
・
雑
誌
で
自
身
の
見
解
を
披
瀝
し
た
。
保

田
与
重
郎
ら
保
守
系
文
化
人
と
の
交
流
も
知
ら
れ
て
お
り
、
神
道
系
の

団
体
で
あ
る
筑
波
山
梅
田
開
拓
筵
を
舞
台
に
学
校
設
立
を
も
構
想
し

た
。
一
九
八
一
年
七
月
二
五
日
、
胡
蘭
成
は
東
京
福
生
で
逝
去
し
た

が
、
葬
儀
に
は
福
田
赳
夫
ら
政
治
家
も
参
列
し
て
い
る
。

三　

中
国
で
の
議
論

1　
﹁
胡
蘭
亭
﹂
と
﹁
蘭
﹂
―
―
停
刊
前
﹃
中
華
日
報
﹄
で
の
議
論

こ
れ
ま
で
も
胡
蘭
成
が
一
九
三
七
年
四
月
に
中
華
日
報
社
に
入
り
、

文
章
を
執
筆
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は

不
明
だ
っ
た
。
こ
れ
に
は
従
来
記
者
と
し
て
の
胡
蘭
成
に
関
心
が
向
け

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
時
胡
蘭
成
が
、
執
筆
に
際
し
て

「
胡
蘭
成
」
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
よ
う
。
し
か

し
、
当
該
時
期
の
『
中
華
日
報
』
を
調
べ
る
と
、
一
九
三
七
年
四
月
か

ら
突
然
紙
面
で
評
論
を
展
開
し
始
め
る
「
胡
蘭
亭
」
及
び
筆
名
「
蘭
」

な
る
人
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
胡
蘭
亭
」「
蘭
」
署
名
記
事
の
内
容
は
、
経
済
・
国
際
問
題
を
扱
っ

た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
同
時
期
『
中
華
日
報
』
で
経
済
・
国
際
問

題
に
つ
い
て
記
事
を
発
表
し
て
い
た
と
い
う
胡
蘭
成
の
回
想
と
符
合
す

る
。
ま
た
「
胡
蘭
亭
」
の
「
蘭
亭
」
は
紹
興
を
想
起
さ
せ
る
が
、
胡
蘭

成
の
出
身
地
嵊
県
は
広
義
に
は
紹
興
に
含
ま
れ
る
。
以
上
か
ら
判
断
し

て
、「
胡
蘭
亭
」
及
び
「
蘭
」
は
胡
蘭
成
の
筆
名
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
七
年
四
月
一
一
日
の
「
対
経
済
建
設
貢
献
一
点
意
見
」
か
ら

一
九
三
七
年
一
〇
月
三
一
日
「
再
論
九
国
公
約
会
議
―
調
停
暴
走
不
通

之
路
！
」
ま
で
に
書
か
れ
た
署
名
記
事
は
合
計
で
五
八
篇
確
認
で
き
、

そ
の
う
ち
五
二
篇
が
『
中
華
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

二
篇
が
『
中
国
世
界
経
済
情
報
』
に
、
四
篇
が
『
中
華
月
報
』（『
中
華

日
報
』
の
姉
妹
雑
誌
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
胡
蘭
成
は
平
均
し
て
四
日
に
一
篇
の
割
合
で
『
中
華
日

報
』
に
評
論
を
掲
載
し
、
そ
の
内
容
は
経
済
建
設
や
世
界
情
勢
へ
の
幅

広
い
関
心
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
経
済
建
設

に
つ
い
て
は
「
国
家
資
本
を
中
心
と
し
た
経
済
建
設
は
、
民
主
政
治
と



179 戦前戦後を越える思想

結
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
〔
中
略
〕
民
主
主
義
と
符
合
し
た

計
画
経
済
は
、
民
主
的
な
方
法
を
用
い
て
は
じ
め
て
生
ま
れ
る
（
13
）
」

と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
日
中
関
係
に
つ
い
て
は
「
日
英
談
判
が
も
し
中

国
の
主
権
を
侵
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
中
日
の
経
済
協
力
は
不
可
能
で
あ

る
〔
中
略
〕
東
北
の
失
地
〔=

満
洲
国
〕
が
恢
復
さ
れ
な
け
れ
ば
、

中
日
親
善
の
障
碍
も
取
り
除
け
な
い
し
、
ま
た
も
し
〔
日
本
の
〕
対
華

外
交
が
明
朗
化
で
き
な
け
れ
ば
、
日
本
国
内
の
政
治
及
び
経
済
的
危
機

は
結
局
解
決
で
き
ず
、
極
東
和
平
の
障
碍
も
取
り
除
け
な
い
（
14
）
」
と

す
る
。
た
だ
こ
の
時
期
に
は
、
後
の
胡
蘭
成
の
議
論
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
独
自
な
見
解
は
打
ち
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
も
基
本
的
に
は

国
民
党
汪
精
衛
派
の
議
論
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
も
な
く
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
一
九
三
七
年
一
一
月
二
九
日
付

を
最
後
に
『
中
華
日
報
』
は
停
刊
し
た
（
15
）
。
胡
蘭
成
も
香
港
の
『
南

華
日
報
』
に
活
動
の
舞
台
を
移
し
た
。

2　

陳
璧
君
の
激
賞
―
―
和
平
運
動
へ
の
参
加
と
﹃
中
華
日
報
﹄
総
主
筆

一
九
三
八
年
一
二
月
、
汪
精
衛
は
重
慶
を
脱
し
日
本
と
の
和
平
を
声

明
し
、
和
平
運
動
を
開
始
し
た
（
16
）
。
胡
蘭
成
が
和
平
運
動
に
参
加
す

る
経
緯
は
そ
の
回
想
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

汪
精
衛
が
重
慶
を
出
て
間
も
な
く
、
汪
夫
人
（
陳
璧
君
女
史
）
が

香
港
に
来
ら
れ
、
当
時
汪
精
衛
系
の
南
華
日
報
主
筆
で
あ
っ
た
私

を
招
き
、
和
平
運
動
の
主
旨
を
説
明
さ
れ
、
私
の
参
加
を
勧
め
ら

れ
た
。
私
は
お
断
り
し
た
〔
中
略
〕
夫
人
は
「
私
は
娘
の
時
、
父

の
全
財
産
を
革
命
に
捧
げ
ま
し
た
。
汪
先
生
は
粛
親
王
襲
撃
の
時

と
塘
沽
協
定
の
た
め
に
兇
弾
に
打
た
れ
た
時
と
二
度
に
わ
た
っ
て

既
に
生
命
を
国
の
為
に
犠
牲
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
そ
の
上
犠
牲

に
で
き
得
る
も
の
と
い
え
ば
、
名
誉
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
汪

先
生
と
私
は
い
ま
そ
れ
を
国
に
捧
げ
ま
す
。
貴
方
は
名
誉
を
最
高

と
す
る
の
で
す
か
」
と
い
わ
れ
た
〔
中
略
〕
私
は
汪
精
衛
が
名
誉

ま
で
い
け
に
え
に
し
て
国
に
捧
げ
な
さ
る
お
考
え
に
心
の
底
ま
で

打
た
れ
た
。
私
は
翌
日
、
香
港
の
山
上
に
登
り
、
海
と
空
を
眺

め
、
そ
の
偉
大
さ
を
見
、
古
今
の
悠
々
た
る
時
の
流
れ
を
感
じ

て
、
す
べ
て
を
国
に
捧
げ
よ
う
と
決
心
し
た
（
17
）
。

「
名
誉
を
国
に
捧
げ
る
」「
海
と
空
を
眺
め
、
そ
の
偉
大
さ
を
見
」

「
古
今
の
悠
々
た
る
時
の
流
れ
を
か
ん
じ
て
」
と
い
っ
た
部
分
は
、
胡

蘭
成
の
気
概
の
表
れ
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
行
動
を
浪
曼
的
に
語

る
胡
蘭
成
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。

和
平
運
動
に
加
わ
っ
た
胡
蘭
成
は
『
中
華
日
報
』
の
復
刊
を
期
に
そ

の
総
主
筆
に
就
任
し
た
。
復
刊
し
た
『
中
華
日
報
』
社
員
に
は
汪
精
衛

が
国
民
党
青
年
部
長
を
担
当
し
て
い
た
頃
（
一
九
二
四
年
頃
）
の
青
年

部
員
が
多
く
、
社
長
の
林
柏
生
も
広
州
の
嶺
南
大
学
卒
業
生
だ
っ
た

（
18
）
。
そ
う
し
た
中
、
そ
れ
ま
で
汪
精
衛
や
国
民
党
と
は
縁
も
ゆ
か
り

も
な
か
っ
た
胡
蘭
成
が
総
主
筆
に
就
任
し
た
の
は
異
例
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
胡
蘭
成
が
『
南
華
日
報
』
に
掲
載
し
た
「
戦
難
，
和
亦

不
易
（
戦
い
は
困
難
だ
が
、
和
平
も
ま
た
簡
単
で
は
な
い
）」
を
激
賞

し
、
胡
を
汪
精
衛
に
推
薦
し
た
陳
璧
君
の
後
ろ
盾
が
大
き
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
陳
璧
君
は
、
宣
伝
部
部
長
林
柏
生
は
「
汪
先
生
側
の
人
」

で
あ
る
の
に
対
し
、
同
次
長
の
胡
蘭
成
は
自
分
の
側
の
人
で
あ
る
と
意

識
し
て
お
り
、
胡
蘭
成
に
も
「
自
分
を
姉
と
思
へ
、
自
分
も
姉
だ
け
の

こ
と
は
出
来
る
と
思
ふ
か
ら
」
と
語
っ
た
と
い
う
（
19
）
。
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『
中
華
日
報
』
は
復
刊
に
際
し
新
た
に
「
社
評
」
欄
を
設
け
た
が
、

復
刊
か
ら
半
年
弱
の
間
に
胡
蘭
成
が
執
筆
し
た
社
評
は
確
認
で
き
る
も

の
に
限
っ
て
も
八
一
篇
で
、
こ
れ
は
全
体
の
五
六
％
に
も
の
ぼ
る
。
胡

蘭
成
は
平
均
し
て
二
日
に
一
度
以
上
の
割
合
で
社
評
を
執
筆
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
（
20
）
。
社
評
の
内
容
は
汪
派
国
民
党
の
和
平
運
動
に
沿
っ

た
も
の
だ
っ
た
が
、
同
時
期
の
座
談
会
で
の
発
言
に
は
、
日
本
に
も
主

張
す
べ
き
は
主
張
す
る
胡
蘭
成
の
意
気
が
現
わ
れ
て
い
る
。

私
達
は
祖
国
が
何
等
の
道
義
的
根
拠
な
く
し
て
押
し
つ
け
ら
れ
て

き
た
「
不
平
等
条
約
」
の
排
除
の
為
に
戦
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
こ
れ
が
建
国
に
と
つ
て
、
第
一
義
的
な
外
交
闘
争
で
す
。
し

か
し
、
不
平
等
条
約
は
日
本
か
ら
も
押
し
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で

す
〔
中
略
〕
国
家
の
権
威
を
毅
然
と
し
て
保
全
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
き
機
会
を
待
つ
、
か
う
云
つ
た
外
交
闘
争
を
今
日
の
支
那
は
戦

ふ
こ
と
が
、
最
も
聡
明
な
方
向
で
あ
り
、
手
段
で
あ
る
と
考
え
て

を
り
ま
す
（
21
）
。

3　

政
権
か
ら
の
乖
離
―
―
汪
精
衛
と
の
齟
齬

一
九
四
〇
年
三
月
、
汪
精
衛
が
首
都
を
重
慶
か
ら
南
京
に
戻
す
と
い

う
体
裁
（
還
都
）
で
政
権
を
樹
立
す
る
と
、
胡
蘭
成
は
宣
伝
部
次
長
と

し
て
政
権
に
参
画
し
た
。
胡
蘭
成
は
宣
伝
部
の
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
し
な

か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
が
、
宣
伝
部
傘
下
の
宣
伝
講
習
処
で
は
講
義

を
担
当
し
て
い
た
。
他
の
講
師
の
授
業
に
は
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
学

員
た
ち
も
、「
唯
一
人
胡
蘭
成
の
授
業
だ
け
は
、
誰
も
が
注
意
し
て
聞

き
、
少
し
も
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
（
22
）
。

し
か
し
汪
政
権
発
足
か
ら
間
も
な
く
胡
蘭
成
は
汪
政
権
と
距
離
を
と

る
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
〇
年
夏
に
は
『
中
華
日
報
』
を
離
れ
、
翌
年

二
月
に
は
創
刊
さ
れ
た
『
国
民
新
聞
』
の
総
主
筆
に
就
任
し
た
。
胡
蘭

成
に
よ
れ
ば
汪
精
衛
と
の
隔
た
り
は
、
以
下
の
よ
う
に
主
に
三
つ
の
段

階
を
経
て
徐
々
に
深
ま
っ
た
と
い
う
（
23
）
。

一
つ
に
は
日
中
戦
争
の
理
解
を
巡
る
汪
精
衛
と
の
見
解
の
相
違
で
あ

る
。
胡
蘭
成
は
「
中
国
は
決
し
て
、
戦
に
負
け
て
は
ゐ
な
い
」
と
い
う

立
場
に
あ
っ
た
が
、
汪
精
衛
は
「
大
ア
ジ
ア
主
義
を
主
張
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
日
本
側
を
譲
歩
さ
せ
、
中
国
の
敗
戦
の
事
実
を
軽
減
し
よ
う

と
」
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

日
中
戦
争
の
勝
敗
の
評
価
は
、
占
領
地
の
中
国
人
の
立
場
を
考
え
る

際
の
指
標
と
な
る
。
胡
蘭
成
の
主
張
は
、
汪
政
権
成
立
前
後
の
時
期
に

和
平
運
動
を
支
援
す
る
た
め
、
袁
殊
が
組
織
し
た
興
亜
建
国
運
動
（
興

建
運
動
）
の
主
張
に
近
い
。
興
建
運
動
は
、
近
衛
声
明
の
和
平
の
主
張

に
意
義
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
の
、
日
中
戦
争
で
中
国
は
日
本
に
負
け

た
わ
け
で
は
な
い
と
の
立
場
を
堅
持
し
、
仮
に
日
本
が
声
明
の
内
容
を

違
え
る
な
ら
ば
、
い
つ
で
も
抗
戦
に
戻
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た

（
24
）
。
胡
蘭
成
も
こ
う
し
た
同
会
の
運
動
方
針
に
共
鳴
し
て
い
た
と
思

わ
れ
、
興
建
運
動
の
機
関
誌
に
も
文
章
を
寄
せ
て
い
る
（
25
）
。

二
つ
に
は
李
士
群
と
の
対
立
で
あ
る
。
李
士
群
は
特
務
工
作
を
通
し

て
汪
政
権
で
頭
角
を
現
し
、
清
郷
工
作
で
も
中
心
的
役
割
を
果
し
た
人

物
で
あ
る
。
胡
蘭
成
は
、
日
本
軍
の
全
面
撤
兵
の
た
め
に
、
ま
ず
地
区

毎
に
、
順
次
日
本
軍
に
代
わ
っ
て
中
国
軍
を
駐
屯
さ
せ
る
こ
と
を
汪
精

衛
に
建
議
し
た
も
の
の
、「
こ
れ
が
料は
か

ら
ず
も
清
郷
工
作
と
い
ふ
形
に

変
つ
て
し
ま
つ
た
」
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。

清
郷
工
作
は
一
定
区
画
を
竹
矢
来
な
ど
で
囲
ん
で
、
人
と
物
資
の
移
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動
を
政
府
の
管
理
下
に
置
き
、
区
域
内
か
ら
重
慶
国
民
党
や
共
産
党
の

影
響
力
を
排
除
す
る
政
策
で
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
日
本
の
軍
事
力
に

頼
る
側
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
軍
の
全
面
撤
兵
は
実
現
か
ら

遠
の
い
た
の
で
あ
る
。

三
つ
に
は
、
対
英
米
宣
戦
布
告
を
巡
る
汪
精
衛
と
の
対
立
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
一
月
九
日
、
日
本
の
対
米
英
宣
戦
布
告
か
ら
一
年
を
経

て
、
汪
政
権
も
宣
戦
を
布
告
し
た
が
、
胡
蘭
成
は
こ
れ
に
反
対
し
て
い

た
。
さ
ら
に
胡
蘭
成
が
「
日
本
帝
国
主
義
者
は
必
ず
敗
れ
、
汪
政
府
は

必
ず
転
覆
す
る
、
こ
れ
を
救
ふ
に
は
、
中
国
が
国
民
会
議
を
開
き
、
日

本
が
昭
和
維
新
を
断
行
す
る
以
外
に
、
途
は
な
い
」
と
い
う
内
容
の
文

章
を
発
表
し
た
た
め
、「
汪
先
生
も
怒
つ
て
、
私
〔
胡
蘭
成
〕
を
獄
に

下
し
、
私
を
殺
さ
う
と
し
た
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
胡
蘭
成
は
汪
政

権
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

4　
﹁
全
面
和
平
に
到
る
道
﹂
と
日
本
人
と
の
交
流

胡
蘭
成
が
政
権
を
離
れ
る
事
態
を
招
来
し
た
直
接
の
原
因
は
、
胡
蘭

成
が
一
九
四
三
年
十
月
三
日
に
南
京
の
『
民
国
日
報
』
に
発
表
し
た

「
到
全
面
和
平
之
路
」
と
い
う
文
章
に
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
胡
蘭
成
は
、

局
部
和
平
か
ら
全
面
和
平
に
到
る
の
は
、
還
都
以
来
皆
の
信
念
だ
が
、

も
し
そ
れ
が
局
部
和
平
の
段
階
で
止
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
和
平
と
は
言

え
な
い
の
だ
か
ら
、
速
や
か
に
中
国
は
帝
国
主
義
戦
争
か
ら
抜
け
出
す

必
要
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
和
平
地
区
と
抗
戦
地
区
と
が
隔
絶
し
た

現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
中
国
民
衆
に
よ
る
革
命
勢
力
樹
立
を
訴

え
、
重
慶
政
府
の
方
針
転
換
を
促
す
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
。
そ
し

て
人
民
の
意
志
と
力
で
重
慶
を
支
配
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
和
平
地
区

の
政
治
が
人
民
の
監
督
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
重
慶
側
人
民
の

言
論
結
社
の
自
由
を
う
な
が
す
に
も
、
ま
ず
和
平
地
区
の
人
民
が
言
論

結
社
の
自
由
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
26
）
。
こ
れ
は
重
慶
国

民
政
府
へ
の
批
判
で
あ
る
と
同
時
に
、
汪
政
権
に
対
し
て
も
正
面
か
ら

要
求
を
突
き
付
け
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
文
章
は
池
田
篤
紀
ら
駐
南
京
日
本
大
使
館
の
関
係
者
に
も
衝
戟

を
与
え
た
。
一
読
し
た
池
田
は
「
斯か

か
る
参
戦
拒
否
の
言
を
な
す
者
あ

り
と
は
怪
し
か
ら
ん
」
と
思
い
、
胡
蘭
成
に
「
早
速
会
談
を
申
込
ん

だ
」。
と
こ
ろ
が
両
者
は
話
す
う
ち
に
、「
大
い
に
共
鳴
し
か
つ
相
互
に

敬
愛
の
情
」
を
抱
き
、「
そ
れ
か
ら
時
々
往
来
」
す
る
仲
に
な
っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
池
田
の
依
頼
で
胡
蘭
成
が
「
書
き
上
げ
て
く
れ
た
論
策

が
、〔
汪
政
権
〕
当
局
の
忌
諱
に
触
れ
て
筆
禍
事
件
を
惹
起
し
、
胡
君

は
二
月
程
監
禁
さ
れ
て
し
ま
つ
た
」
の
で
あ
っ
た
（
27
）
。

四
八
日
間
を
獄
中
で
過
ご
し
た
胡
蘭
成
は
、
大
使
館
の
池
田
篤
紀
・

清
水
董
三
（
参
事
官
）・
谷
正
之
（
駐
華
大
使
）・
三
品
隆
以
（
南
京
総

司
令
部
報
道
部
長
）
ら
の
尽
力
で
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
胡
蘭
成
は

漢
口
へ
移
っ
て
沈
啓
无
・
関
永
吉
ら
と
新
聞
『
大
楚
報
』
の
経
営
に
携

わ
り
、
同
紙
を
舞
台
に
言
論
活
動
を
継
続
し
た
。

汪
政
権
に
対
す
る
胡
蘭
成
の
意
識
は
、
当
時
胡
が
主
宰
し
た
雑
誌

『
苦
竹
』
が
北
一
輝
の
『
支
那
革
命
外
史
』
を
訳
載
し
た
こ
と
か
ら
も

う
か
が
え
る
（
28
）
。
伏
字
で
は
あ
る
も
の
の
宋
教
仁
暗
殺
の
真
犯
人
を

孫
中
山
と
す
る
『
支
那
革
命
外
史
』
を
翻
訳
す
る
こ
と
は
、
孫
中
山
の

大
ア
ジ
ア
主
義
に
正
統
性
を
求
め
た
汪
政
権
と
の
決
別
を
意
味
し
よ

う
。た

だ
汪
精
衛
と
日
本
に
対
す
る
胡
蘭
成
の
思
い
は
複
雑
だ
っ
た
。
後
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年
胡
蘭
成
は
「
私
は
汪
先
生
が
日
本
に
対
し
て
、
あ
ま
り
に
も
感
情
的

な
の
に
不
満
で
、
つ
い
に
〔
汪
政
権
よ
り
〕
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
の
後
、
日
本
人
と
直
〔
接
〕
接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ま

た
そ
の
〔
日
本
人
の
〕
純
情
に
感
激
し
て
、
日
本
の
敗
戦
近
し
と
あ
き

ら
か
に
知
り
な
が
ら
も
、
そ
の
敗
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
望
ん
だ
」
と
回
想

し
て
い
る
（
29
）
。

汪
政
権
か
ら
離
れ
た
胡
蘭
成
は
さ
ら
に
独
自
の
中
国
将
来
像
を
語
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
骨
子
は
人
民
に
よ
る
国
民
会
議
を
召
集
し
、
そ

れ
か
ら
な
る
革
命
政
府
に
よ
り
、
日
中
の
和
平
を
目
指
す
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

唯
一
ツ
国
民
会
議
の
召
集
の
み
が
、
戦
後
の
局
面
収
拾
の
能
力
を

も
つ
〔
中
略
〕
重
慶
の
そ
し
て
延
安
の
人
民
に
連
絡
を
と
る
べ
き

で
あ
ら
う
。
中
国
戦
時
人
民
委
員
会
は
即
ち
抗
戦
区
と
和
平
区
の

人
民
を
打
つ
て
一
丸
と
為
し
国
民
会
議
を
召
集
し
、
自
ら
の
意
志

と
能
力
を
以
て
南
京
政
府
重
慶
政
府
延
安
政
府
の
解
決
し
得
ざ
る

問
題
を
解
決
す
る
。
こ
の
中
よ
り
統
一
的
革
命
政
府
を
生
み
出
し

て
〔
中
略
〕
歴
史
的
任
務
を
完
成
す
る
。
斯
か
る
深
刻
に
し
て
か

つ
広
大
な
る
工
作
を
通
じ
て
の
み
中
日
戦
争
は
早
目
に
片
づ
け
ら

れ
、
日
本
と
中
国
は
提
携
し
て
更
に
一
層
高
い
段
階
に
お
け
る

「
ア
ジ
ア
」
解
放
の
対
米
英
闘
争
に
立
ち
向
ひ
得
る
の
だ
（
30
）
。

こ
う
し
た
胡
蘭
成
の
議
論
に
日
本
側
関
係
者
も
関
心
を
持
ち
続
け

た
。
一
九
四
五
年
二
月
に
駐
南
京
満
洲
国
大
使
館
に
参
事
官
と
し
て
赴

任
し
た
竹
之
内
安
巳
は
、
胡
蘭
成
の
「
論
説
は
筆
鋒
す
る
ど
く
日
中
問

題
に
メ
ス
を
振
っ
て
い
た
の
で
私
達
は
彼
の
社
説
を
読
む
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
た
ほ
ど
感
銘
を
覚
え
た
も
の
だ
っ
た
。〔
駐
華
満
洲
国
公
使

の
〕
中
山
〔
優
〕
さ
ん
と
私
は
胡
氏
を
相
手
に
官
邸
の
庭
に
テ
ー
ブ
ル

を
も
ち
出
し
、
老
酒
を
の
み
、
炒
麺
を
つ
つ
き
な
が
ら
時
局
に
つ
い
て

歓
談
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
31
）
。

こ
の
頃
、
胡
蘭
成
は
池
田
に
対
し
、
長
年
自
分
は
「
如
何
に
し
て

ダ
ー
ウ
イ
ン
と
マ
ル
ク
ス
と
梁
漱
溟
を
超
克
す
る
か
」
を
課
題
と
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
「
梁
漱
溟
を
乗
り
越
へ
る
こ
と
が
一
番
最
後
迄
残
つ

た
課
題
で
あ
つ
た
が
、
近
来
や
う
や
く
自
信
を
も
つ
に
至
つ
た
」
と

語
っ
て
い
た
と
い
う
（
32
）
。
こ
う
し
た
自
ら
の
思
い
を
率
直
に
表
明
す

る
態
度
や
、
単
な
る
時
事
的
情
勢
分
析
に
と
ど
ま
ら
な
い
議
論
の
妙
も

日
本
人
の
中
に
支
持
者
を
得
た
一
因
だ
ろ
う
。

5　

日
本
の
解
放
と
世
界
の
解
放
―
―
日
本
の
敗
戦
と
潜
伏

日
本
の
敗
戦
前
夜
の
事
情
は
、
胡
蘭
成
の
次
の
回
想
が
簡
に
し
て
要

を
得
て
い
る
の
で
引
用
し
よ
う
。

私
は
池
田
君
と
共
に
、
終
戦
の
間
近
に
迫
つ
て
居
る
の
を
予
想
し

た
が
、
時
代
は
如
何
に
も
重
大
で
あ
り
、
局
面
は
如
何
に
も
貧
弱

だ
つ
た
の
で
、
一
年
半
の
間
に
、
ど
う
し
て
も
軍
隊
を
作
ら
う
と

考
へ
た
と
こ
ろ
が
準
備
半
ば
に
し
て
、
日
本
の
降
伏
と
な
り
、
已

む
な
く
他
人
の
軍
隊
を
借
り
て
旗
挙
げ
を
し
た
が
、
二
週
間
武
漢

独
立
を
や
つ
た
ゞ
け
で
、
結
局
皆
の
気
持
が
揃
は
ず
、
私
は
単
身

亡
命
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
私
は
去
る
に
臨
ん
で
、
書
類
を

全
部
焼
き
捨
て
た
（
33
）
。

胡
蘭
成
が
潜
伏
す
る
直
前
に
日
本
人
に
残
し
た
文
章
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
で
胡
蘭
成
は
、
自
信
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
日
本
人
の
長

所
で
、「
戦
敗
後
は
特
に
此
の
民
族
的
自
信
は
昂
揚
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
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い
」
と
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
、
日
本
人
が
驕
慢
で
あ
る
が
故
に
、
世

界
を
丁
重
に
扱
わ
な
く
な
っ
た
点
を
問
題
視
し
た
。
続
い
て
、
日
本
人

が
「
戦
争
中
に
於
て
物
力
を
超
へ
た
精
神
力
を
発
揮
し
た
の
は
事
実

〔
中
略
〕
だ
が
此
の
種
の
精
神
力
の
発
揮
は
極
め
て
極
限
さ
れ
た
も
の

で
」、「
肝
要
な
こ
と
は
、
如
何
に
し
て
人
々
を
革
命
の
水
準
に
迄ま
で

昂た
か

め

る
か
で
あ
り
」、
こ
れ
は
「
決
し
て
一
国
家
の
こ
と
で
は
な
く
〔
中
略
〕

世
界
革
命
の
課
題
で
〔
中
略
〕
日
本
が
此
の
点
に
深
く
覚
醒
せ
ん
こ
と

を
希
望
」
し
た
。
そ
し
て
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
留
保
を
つ
け
な
が
ら

も
次
の
よ
う
に
予
言
し
た
。

日
本
の
敗
戦
に
よ
る
束
縛
は
、
凡お
よ

そ
五
年
に
し
て
解
放
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。
日
本
の
産
業
が
戦
前
の
水
準
に
迄ま
で

恢
復
す
る
に
は
凡お
よ

そ

十
五
年
は
要
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
だ
が
之こ

れ
に
は
日
本
の
解

放
は
決
し
て
日
本
一
国
の
努
力
に
よ
つ
て
到
達
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
今
後
の
世
界
情
勢
の
機
動
の
中
に
於
て
の
み
其
の
機
会
が

恵
ま
れ
る
こ
と
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
34
）
。

こ
の
後
胡
蘭
成
は
張
嘉
儀
の
変
名
で
中
学
教
師
と
し
て
浙
江
省
温
州

に
潜
伏
し
た
。
潜
伏
中
に
は
雑
誌
『
観
察
』
が
機
縁
と
な
っ
て
中
国
民

主
同
盟
秘
書
長
だ
っ
た
梁
漱
溟
と
知
己
に
な
り
、
北
京
に
招
請
さ
れ

た
。
し
か
し
素
性
が
露
見
す
る
の
を
恐
れ
た
胡
蘭
成
は
香
港
へ
逃
れ
た

（
35
）
。
香
港
で
は
哲
学
者
の
唐
君
毅
と
面
識
を
持
っ
た
他
、
樊
仲
雲

（
汪
政
権
時
代
の
中
央
大
学
学
長
）
や
呉
四
宝
（
特
工
総
部
警
衛
総
隊

副
総
隊
長
）
の
未
亡
人
佘
愛
珍
と
も
会
っ
て
い
る
。
の
ち
に
佘
と
胡
蘭

成
は
日
本
で
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。

潜
伏
中
の
胡
蘭
成
は
、
台
湾
の
蔣
介
石
に
対
し
て
「
中
国
新
生
運
動

計
画
草
案
」
な
る
も
の
を
送
付
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
三
年
以
内
に

第
三
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
の
予
測
の
下
、
国
際
的
な
反
共
志
願

軍
を
組
織
し
、
台
湾
の
精
鋭
二
個
師
団
を
江
蘇
・
浙
江
か
ら
上
陸
さ
せ

る
こ
と
、
ま
た
日
本
で
有
志
を
教
育
す
る
学
校
を
開
く
こ
と
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
ソ
連
・
米
国
の
他
い
か
な
る
列
強
に
も
中
国
の
命
運
を
ま
か

せ
ず
、
自
主
外
交
を
打
ち
立
て
る
べ
き
こ
と
な
ど
が
唱
え
ら
れ
て
い
る

（
36
）
。

中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
後
、
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
が
い
ま
だ
流
動
的

な
中
、
反
共
を
軸
に
地
域
構
想
を
語
る
議
論
は
胡
蘭
成
に
限
ら
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
・
韓
国
・
中
華
民
国
に
よ
る
「
日
韓
蔣
同

盟
」
や
反
共
国
家
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
聯
盟
」、
さ
ら
に
「
ア
ジ
ア
マ
ー

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
」
と
い
っ
た
構
想
は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
37
）
。
胡
蘭
成

の
提
案
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
当
局
の
一
定
の
注
意
は

ひ
い
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
後
も
胡
の
動
向
は
中
華
民
国
当
局
に
報
告

さ
れ
て
い
た
（
38
）
。

四　

日
本
亡
命
後
の
議
論

一
九
五
〇
年
の
中
秋
の
晩
、
胡
蘭
成
は
突
如
東
京
荻
窪
の
清
水
董
三

の
私
邸
に
現
れ
た
（
39
）
。
胡
は
イ
ギ
リ
ス
船
の
下
級
船
員
に
身
を
や
つ

し
、
香
港
か
ら
日
本
に
入
国
し
た
の
で
あ
る
（
40
）
。
そ
の
後
胡
蘭
成
は

一
九
八
一
年
に
死
去
す
る
ま
で
、
一
時
的
な
台
湾
滞
在
を
除
き
、
三
十

年
に
わ
た
っ
て
日
本
で
暮
ら
し
た
。

そ
の
間
に
胡
蘭
成
が
発
表
し
た
著
作
以
外
の
論
稿
は
、
筆
者
が
確
認

で
き
た
も
の
だ
け
で
二
二
〇
篇
を
超
え
る
（
論
文
一
覧
参
照
）。
こ
れ

ら
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
『
東
三
新
聞
』『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

『
教
育
日
本
新
聞
』
と
い
っ
た
地
方
新
聞
や
業
界
紙
に
掲
載
さ
れ
た
こ
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と
も
あ
り
、
従
来
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し

か
し
こ
う
し
た
議
論
を
整
理
分
析
す
る
こ
と
で
、
胡
蘭
成
が
戦
後
の
日

本
で
も
戦
前
と
同
様
に
世
界
情
勢
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
続
け
、
自
身

の
立
場
を
披
歴
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

1　

朝
鮮
戦
争
と
第
三
次
世
界
大
戦

日
本
に
到
着
し
て
間
も
な
い
胡
蘭
成
に
執
筆
の
場
を
提
供
し
た
の

は
、『
毎
日
新
聞
』
編
集
長
の
橘
善よ
し

守も
り

で
あ
る
（
41
）
。
橘
は
戦
前
か
ら

天
津
・
上
海
支
局
長
な
ど
を
務
め
た
中
国
事
情
に
通
じ
た
記
者
だ
っ
た

（
42
）
。
胡
蘭
成
は
一
九
五
〇
年
一
一
月
と
翌
年
元
旦
の
『
毎
日
新
聞
』

に
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
戦
争
と
ア
ジ
ア
の
東
西
対
立
に
関
す
る
「
特
別
寄

稿
」
を
寄
せ
、
一
九
五
三
年
元
旦
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

締
結
後
の
「
日
本
に
対
す
る
中
共
の
腹
案
」
を
分
析
し
て
み
せ
た

（
43
）
。
ま
た
同
社
刊
行
の
『
毎
日
情
報
』
も
二
回
に
わ
た
り
、
日
本
が

独
立
し
た
国
家
た
る
べ
く
軍
備
再
建
を
す
る
べ
き
、
と
い
っ
た
胡
の
記

事
を
載
せ
て
い
る
（
44
）
。

こ
れ
に
続
く
よ
う
に
『
改
造
』
が
「
毛
沢
東
論
」（
一
九
五
一
年
三

月
）
と
「
日
本
の
風
物
」（
一
九
五
二
年
一
二
月
）、『
文
藝
春
秋
』
が

「
中
国
の
こ
こ
ろ
」（
一
九
五
二
年
八
月
）、『
東
洋
経
済
新
報
』
が
「
中

国
人
は
中
共
を
ど
う
み
る
」（
一
九
五
一
年
六
月
）
と
「
ア
ジ
ア
と
日

本
」（
同
）、『
日
本
及
日
本
人
』
が
「
わ
が
日
共
観
」（
一
九
五
二
年
八

月
）
と
、
一
九
五
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
複
数
の
総
合
雑
誌
も
胡
蘭

成
の
議
論
を
取
り
上
げ
た
。

こ
の
時
期
の
胡
蘭
成
の
議
論
は
、
第
三
次
世
界
大
戦
の
勃
発
が
近
い

こ
と
や
、
中
国
の
民
間
で
新
し
い
政
治
運
動
が
起
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
立
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
胡
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
日
中

合
作
を
説
き
、
一
九
五
一
年
に
執
筆
し
た
「
日
本
の
大
道
」
で
は
、

「
我
々
の
ア
ジ
ア
建
設
方
案
は
、
中
日
合
作
を
主
内
容
」
と
し
、「
中
国

の
大
地
と
人
力
、
日
本
の
技
術
、
米
国
の
資
本
」
に
よ
る
中
国
の
共
同

開
発
を
提
起
し
た
。
ま
た
「
中
日
合
作
は
中
共
打
倒
を
前
提
と
す
る
」

と
し
、「
最
も
重
要
な
の
は
、
日
本
が
直
接
に
中
国
民
間
の
革
命
志
士

を
援
助
す
る
こ
と
」
で
、
日
本
も
「
中
国
人
民
に
関
心
を
持
つ
べ
き
」

と
述
べ
て
い
る
（
45
）
。

朝
鮮
戦
争
の
帰
趨
が
定
ま
ら
ず
、
中
国
を
含
め
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
い

ま
だ
流
動
的
と
見
ら
れ
、
ま
た
中
国
か
ら
の
情
報
が
限
ら
れ
て
い
た
当

時
の
日
本
に
あ
っ
て
、
胡
蘭
成
が
最
近
ま
で
大
陸
に
滞
在
し
て
い
た
新

来
の
亡
命
者
で
あ
っ
た
こ
と
や
、「
中
国
で
も
有
名
な
国
際
問
題
評
論

家
（
46
）
」
と
い
っ
た
触
れ
込
み
は
、
人
々
の
注
目
を
惹
い
た
こ
と
は
確

か
だ
ろ
う
。

例
え
ば
日
本
の
国
際
社
会
復
帰
が
具
体
的
日
程
に
上
る
中
、
一
九
五

一
年
元
旦
に
発
表
さ
れ
た
以
下
の
議
論
で
胡
蘭
成
は
、
ア
メ
リ
カ
の
占

領
に
よ
り
日
本
が
「
一
面
頽
廃
の
傾
向
を
示
し
は
じ
め
て
い
る
」
と

し
、
そ
の
再
武
装
も
「
た
だ
米
国
の
指
図
を
待
っ
て
い
る
わ
け
に
は
行

く
ま
い
」
と
鋭
く
指
摘
す
る
。
か
つ
て
日
本
の
占
領
下
中
国
で
「
国
家

の
権
威
を
毅
然
と
し
て
保
全
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
き
機
会
を
待
つ
」
と

発
言
し
（
47
）
、
国
の
独
立
と
自
主
に
こ
だ
わ
っ
た
胡
蘭
成
な
ら
で
は
の

視
点
と
も
読
め
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

占
領
は
す
で
に
五
年
を
経
過
し
て
い
る
。
占
領
軍
の
美
徳
は
早
く

も
そ
の
歴
史
的
役
割
を
果
し
た
。
日
本
の
政
府
と
国
民
は
長
期
の

占
領
に
よ
っ
て
、
一
面
頽
廃
の
傾
向
を
示
し
は
じ
め
て
い
る
。
し
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か
し
一
方
同
時
に
ま
た
日
に
増
し
険
悪
化
す
る
世
界
情
勢
に
よ
っ

て
覚
醒
を
促
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
〔
中
略
〕
た
だ
五
年
来
と
い
う
も

の
日
本
民
族
は
少
し
も
口
を
き
か
な
か
っ
た
〔
中
略
〕
だ
か
ら
今

日
か
ら
日
本
人
は
大
い
に
語
る
べ
き
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
の
中

に
、
日
本
は
国
民
外
交
を
実
現
し
得
る
可
能
性
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
政
府
と
協
力
し
、
早
期
に
し
て
ま
た
好
ま
し
い
平
和
条
約
を

希
求
し
て
よ
い
。
日
本
の
一
切
は
そ
の
国
家
の
独
立
自
主
を
前
提

と
す
る
〔
中
略
〕
再
武
装
の
程
度
と
性
格
は
、
や
は
り
主
と
し
て

日
本
自
身
で
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
だ
米
国
の

指
図
を
待
っ
て
い
る
わ
け
に
は
行
く
ま
い
〔
中
略
〕
将
来
世
界
的

奴
隷
制
の
維
持
の
た
め
に
戦
わ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
人
類
の
理
想

の
た
め
に
自
ら
決
意
し
て
戦
う
か
は
、
日
本
民
族
の
自
ら
決
定
し

得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
48
）
。

し
か
し
全
国
規
模
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
が
胡
蘭
成
の
議
論
を
取
り
上
げ

た
の
は
一
九
五
三
年
初
頭
ま
で
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
五
三
年
七
月

に
朝
鮮
戦
争
が
休
戦
し
、
世
界
戦
争
の
危
機
が
ひ
と
ま
ず
回
避
さ
れ
た

こ
と
に
よ
ろ
う
。
直
截
に
言
え
ば
胡
蘭
成
の
予
言
は
外
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
池
田
篤
紀
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
胡
蘭
成
が
中
国
語
で
自
身
の

文
明
観
・
世
界
観
を
綴
っ
て
出
版
し
た
『
山
河
歳
月
』
に
対
す
る
反
響

も
芳
し
く
な
か
っ
た
。

本
書
ハ
胡
蘭
成
君
畢
生
ノ
作
也
。
但
た
だ
し

書
肆
ノ
出
版
ヲ
肯う
べ
なフ
者
無

シ
。
不や
む
を
え
ず

得
止
余
カ
郷
里
ニ
於
テ
一
千
部
ヲ
印
行
シ
二
百
部
ヲ
香
港

ニ
送
ル
。
台
湾
ハ
拒
否
シ
テ
不う
け
ず受

。
香
港
ニ
於
テ
モ
殆
ド
購あ
が
なフ
者

無
キ
様
子
也
。
胡
君
ハ
本
書
ニ
於
テ
中
国
文
化
ノ
特
色
ヲ
発
揮
シ

其
ノ
民
族
的
自
覚
ヲ
促
サ
ン
ト
志
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
知
己
ヲ
後

世
ニ
待
ツ
ノ
歎
ヲ
如
何
ト
モ
ス
ル
無
キ
ハ
真
ニ
可
憐
ナ
リ
（
49
）
。

こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
か
、
ほ
ぼ
二
年
間
胡
蘭
成
の
時
局
に
対

す
る
発
言
は
確
認
で
き
な
い
（
50
）
。

2　
﹁
英
雄
に
よ
る
大
陸
反
攻
﹂
の
主
張

再
び
胡
蘭
成
の
政
論
が
確
認
で
き
る
の
は
一
九
五
五
年
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
当
時
ソ
連
は
平
和
共
存
路
線
を
唱
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は

胡
蘭
成
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
胡
は
平
和
共
存

が
続
く
こ
と
は
「
中
国
と
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
本
来
の
中
国
に
還
れ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
私
自
身
自
分
の
国
に
帰
国
出
来
な
い
と
い
ふ
こ

と
」
と
し
、「
平
和
的
共
存
が
長
く
続
け
ば
、
私
は
こ
の
み
じ
め
さ
か

ら
脱
却
す
る
方
法
と
し
て
、
自
殺
す
る
か
出
家
す
る
か
の
手
段
以
外
何

も
の
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
51
）
。

翌
年
の
対
談
で
も
「
将
来
大
き
な
国
際
的
な
変
化
が
あ
り
ま
す
な
ら

ば
、
私
は
必
ら
ず
中
国
に
帰
つ
て
い
き
た
い
」
と
自
身
の
考
え
を
繰
り

返
し
た
。
さ
ら
に
「
そ
の
と
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
中
国
人
、
日
本
人

の
区
別
な
し
に
、
一
丸
と
な
っ
て
コ
ミ
ニ
ス
ト
と
斗
う
わ
け
で
す
が

〔
中
略
〕
そ
れ
は
政
党
と
か
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
し
に
、
こ
れ
を
天

下
英
雄
会
（
52
）
」
と
名
付
け
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
孫
文
の
黄

埔
軍
官
学
校
な
ど
に
倣
っ
て
、
日
本
で
「
特
殊
な
大
学
を
作
り
た
い
」

と
の
希
望
を
披
瀝
し
て
い
る
（
53
）
。

こ
う
し
た
胡
蘭
成
に
と
っ
て
一
九
五
六
年
の
ポ
ズ
ナ
ン
暴
動
や
ハ
ン

ガ
リ
ー
動
乱
は
そ
の
言
論
活
動
に
棹
差
す
も
の
で
あ
っ
た
。
胡
蘭
成
は

「
こ
の
夏
以
来
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
暴
動
、
エ
ジ
プ
ト
の
反
抗
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
反
ソ
戦
闘
」
に
よ
り
、「
共
産
政
権
と
は
依
然
と
し
て
対
立
し
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反
抗
し
得
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
」
の
で
、「
大
陸
の
光
復
は
、
必
ず

し
も
第
三
次
大
戦
を
要
し
な
い
（
54
）
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
以
後
、
胡
は
積
極
的
に
大
陸
へ
の
反
攻
を
軸
に
議
論
を
展
開
し

た
。
一
九
六
一
年
一
一
月
に
は
「
中
共
の
内
部
崩
壊
の
兆
し
は
い
ま
や

明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
国
府
軍
の
大
陸
反
攻
の
好
機
」
と
し
な
が

ら
も
、「
大
陸
反
攻
が
遅
れ
て
核
兵
器
に
よ
る
全
面
戦
争
と
時
期
が

一マ

マ
し
ょ
に
な
る
」
事
態
を
憂
慮
し
、
そ
の
た
め
に
も
「
核
兵
器
の
全
面

戦
争
が
ま
だ
起
ら
な
い
前
に
先
手
を
打
っ
て
中
共
を
打
倒
し
、
新
生
中

国
と
日
本
が
連
合
し
、
新
た
な
る
西
洋
世
界
の
危
機
に
い
か
に
対
処
す

る
か
を
考
慮
す
る
」
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
55
）
。

大
陸
反
攻
へ
の
思
い
は
、
様
々
な
形
で
繰
り
返
さ
れ
た
。「
こ
の
一

年
来
、
中
共
の
軍
心
は
す
で
に
離
反
を
は
じ
め
た
〔
中
略
〕
中
共
の

中
・
上
級
幹
部
の
間
に
は
、
す
で
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
大
軍
団
の
叛
離
か
ら
内
戦
に
至
る
兆
し
と
み
て
よ
い
（
56
）
」、

「
只
今
の
中
国
内
部
の
状
態
は
、
恰
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

動
乱
が
起
っ
た
時
の
直
前
に
似
て
お
り
ま
す
（
57
）
」、「
一
九
六
三
年
の

国
民
政
府
の
大
事
は
大
陸
反
攻
で
あ
る
。
国
民
政
府
の
み
な
ら
ず
、
全

世
界
も
ま
た
中
共
打
倒
を
第
一
大
事
と
す
る
。
中
共
を
打
倒
し
、
新
中

国
が
出
現
す
れ
ば
、
そ
こ
に
新
し
い
思
想
の
出
現
も
あ
ろ
う
（
58
）
」
な

ど
と
い
っ
た
主
張
に
は
胡
蘭
成
の
強
い
願
望
も
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

し
か
し
そ
う
し
た
主
張
は
、
胡
蘭
成
に
近
い
人
々
か
ら
も
疑
問
視
さ
れ

る
な
ど
（
59
）
、
一
般
に
は
中
国
事
情
を
見
通
す
も
の
と
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
胡
蘭
成
の
議
論
を
掲
載
す
る
媒
体
の
変
化
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
の
時
期
、
胡
蘭
成
が
議
論
を
掲
載
し
た
の
は
、
全
国
師
友
協

会
の
『
師
と
友
』、
ア
ジ
ア
問
題
研
究
会
の
『
亜
細
亜
』、
熊
本
の
地
方

雑
誌
『
日
本
談
義
』
な
ど
、
保
守
系
の
専
門
誌/

紙
な
い
し
は
地
方
の

刊
行
物
だ
っ
た
。
一
九
六
一
年
九
月
か
ら
六
八
年
六
月
ま
で
ほ
ぼ
毎
号

に
わ
た
り
一
六
〇
篇
以
上
の
文
章
を
寄
せ
た
『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
旬
刊
）

（
60
）
は
名
古
屋
の
地
方
誌
で
、
政
治
評
論
家
の
岩
淵
辰
雄
の
他
、
鍋
山

貞
親
（
社
会
運
動
家
）・
中
山
優
・
石
森
久
弥
（
元
朝
鮮
公
論
社
長
）・

安
岡
正
篤
ら
が
寄
稿
し
、
時
に
蔣
介
石
や
陶
希
聖
と
い
っ
た
中
華
民
国

の
人
士
の
議
論
も
掲
載
し
た
が
、
輿
論
一
般
へ
の
影
響
力
は
限
定
的

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
胡
蘭
成
に
魅
了
さ
れ
る
日
本
の
文
化
人
も
あ
り
、
こ
の
時
期
胡

の
交
際
は
、
戦
前
か
ら
の
知
己
の
み
な
ら
ず
、
保
田
与
重
郎
・
尾
﨑
士

郎
・
岡
潔
と
い
っ
た
戦
後
知
り
合
っ
た
日
本
人
に
も
広
が
っ
て
い
っ

た
。
例
え
ば
作
家
の
尾
﨑
士
郎
は
胡
蘭
成
の
印
象
に
つ
い
て
、「
僕
は

初
め
て
あ
な
た
に
お
目
に
か
か
つ
た
と
き
に
、
な
に
ご
と
か
を
感
じ
た

の
で
す
」
と
し
、「
胡
蘭
成
先
生
が
、
自
分
の
精
神
を
そ
こ
に
こ
め
て

立
ち
上
っ
て
い
か
れ
る
な
ら
ば
、
日
本
と
か
中
国
と
か
い
う
よ
う
な
問

題
じ
ゃ
な
く
て
、
東
洋
全
体
を
貫
く
も
の
を
築
き
あ
げ
ら
れ
る
と
思

う
」
と
胡
蘭
成
を
高
く
評
価
し
た
（
61
）
。

孫
文
や
宮
崎
滔
天
ら
と
も
交
流
の
あ
っ
た
熊
本
の
名
士
紫
垣
隆
も
胡

蘭
成
と
交
流
を
持
っ
た
一
人
で
あ
る
（
62
）
。
宮
崎
滔
天
の
よ
う
に
孫
文

の
革
命
に
献
身
し
た
日
本
人
が
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
胡
蘭

成
も
自
身
と
日
本
人
と
の
関
係
を
こ
れ
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
胡
蘭
成
の
活
動
に
資
金
を
投
じ
て
ま
で
支
援
す
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
岩
淵
辰
雄
を
通
じ
て
の
岸
信
介
や
正
力
松
太

郎
か
ら
の
資
金
援
助
も
実
現
し
な
か
っ
た
（
63
）
。
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3　

中
国
の
原
爆
保
有
を
受
け
て
―
―
神
道
へ
の
傾
倒

一
九
六
四
年
一
〇
月
、
中
国
が
核
実
験
を
成
功
さ
せ
た
。
胡
蘭
成

は
、
自
ら
の
悪
い
予
想
が
的
中
し
た
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
議
論
で
も
胡
蘭
成
は
中
国
の
核
保
有
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
逆
説
的

な
言
い
回
し
な
が
ら
「
中
共
に
残
さ
れ
た
夢
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
早

く
原
子
爆
弾
を
自
家
製
造
し
て
、
対
外
的
に
新
局
面
を
打
開
し
、
対
内

的
困
難
を
転
嫁
な
い
し
解
決
す
る
こ
と
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い
た
。
し

か
し
同
時
に
「
中
共
政
権
存
亡
の
決
定
的
瞬
間
は
、
一
年
半
以
内
に
到

来
す
る
」
と
、
中
国
の
政
権
崩
壊
の
方
が
そ
れ
に
先
ん
じ
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
て
も
い
た
（
64
）
。

お
そ
ら
く
胡
蘭
成
は
こ
れ
を
機
に
大
陸
反
攻
と
自
身
の
帰
国
の
可
能

性
が
完
全
に
絶
た
れ
た
と
悟
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
そ
の
政
論
の

傾
向
や
そ
の
後
の
胡
蘭
成
の
行
動
に
も
現
れ
て
い
る
。
政
論
で
は
、
原

爆
実
験
直
後
に
時
局
へ
の
発
言
が
途
絶
え
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
中
国
時

事
に
関
す
る
主
張
が
減
少
し
た
。
代
わ
り
に
増
え
た
の
は
日
本
の
政

治
・
外
交
、
社
会
・
公
害
問
題
へ
の
言
及
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
は

保
守
系
の
『
教
育
日
本
新
聞
』
へ
も
論
説
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
一
九
六
六
年
に
紹
介
さ
れ

た
筑
波
山
梅
田
開
拓
筵
主
の
梅
田
美
保
と
の
邂
逅
で
あ
る
。
同
筵
は
神

道
系
の
修
養
団
体
だ
が
、
胡
蘭
成
は
こ
こ
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
保
田

与
重
郎
・
梅
田
美
保
と
連
名
で
「
一
切
の
西
洋
の
框
に
嵌
め
ら
れ
た
も

の
を
排
し
、
わ
が
正
し
い
歴
史
学
権
力
と
功
利
に
俗
化
さ
れ
な
い
政
治

学
、
情
操
あ
る
経
済
学
、
清
明
と
幸
せ
の
思
想
に
基
く
自
然
科
学
と
美

術
学
等
々
を
講
ず
る
」
私
学
校
設
立
を
構
想
し
た
。
胡
蘭
成
に
よ
れ

ば
、
こ
の
学
校
は
「
松
陰
塾
や
西
郷
南
洲
翁
の
私
学
校
〔
中
略
〕
孫
文

の
黄
埔
軍
校
や
タ
ゴ
ー
ル
の
国
際
大
学
、
乃
至
レ
ー
ニ
ン
の
東
方
大
学

や
、
毛
沢
東
の
延
安
大
学
を
も
照
ら
し
合
せ
」
た
も
の
で
あ
っ
た

（
65
）
。
ま
た
与
良
ヱあ
い
ち（
中
日
新
聞
社
長
）
ら
支
援
者
を
相
手
に
開
拓
筵

で
講
義
を
担
当
し
、
そ
の
内
容
は
梅
田
の
助
け
を
借
り
て
講
義
録
と
し

て
発
行
さ
れ
た
。

こ
の
頃
胡
蘭
成
は
「
私
は
か
つ
て
「
山
河
歳
月
」
の
著
に
は
神
は
要

ら
な
い
と
言
つ
た
。
こ
れ
も
近
年
に
な
つ
て
や
う
や
く
宗
教
に
染
ま
ら

な
い
日
本
神
道
を
知
つ
て
、
わ
が
身
の
神
神
し
い
の
を
喜
ぶ
（
66
）
」

と
、
そ
の
心
境
の
変
化
を
告
白
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
党
・
宗
教
や

組
織
力
に
よ
ら
な
い
集
ま
り
と
し
て
「
天
下
英
雄
会
」
の
設
立
を
提
唱

し
、「
春
風
に
よ
る
一
代
の
人
心
を
動
か
す
こ
と
、
対
立
や
闘
争
と
せ

ず
、
天
意
に
叶
つ
て
大
変
革
に
よ
る
新
し
い
政
治
経
済
制
度
を
創
造

し
、
世
の
中
を
清
め
鎮
め
る
こ
と
」
を
唱
え
る
に
至
っ
た
（
67
）
。

四　

小
結

以
上
、
本
稿
で
は
政
論
家
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
て
胡
蘭
成
の
戦

前
・
戦
後
の
歩
み
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
次
の
三
点
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
一
つ
に
は
、
新
聞
記
者
を
き
っ
か
け
に
世
に
出
た
胡
蘭
成

は
、
中
国
大
陸
・
香
港
・
日
本
と
場
所
は
変
わ
り
な
が
ら
も
、
基
本
的

に
は
政
論
家
と
し
て
活
動
を
続
け
た
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
胡
は
藝
術

や
美
的
な
も
の
へ
の
関
心
も
高
か
っ
た
が
、
そ
れ
も
、
多
く
は
時
事
的

問
題
や
政
論
を
扱
う
文
脈
で
語
ら
れ
た
点
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
見
散
漫
に
も
見
え
る
胡
蘭
成
の
言
論
活
動
だ
が
、
胡
蘭
成
の
政
論
家

と
し
て
の
側
面
に
注
目
す
る
と
一
貫
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
戦
前
と
戦
後
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を
越
え
て
継
続
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
胡
蘭
成
の
政
論
は
、
そ
の
日
本
亡
命
当
初
こ
そ
日
本
の

主
要
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
間
も
な
く
し
て

限
ら
れ
た
媒
体
が
扱
う
に
と
ど
ま
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
胡
蘭
成
の

中
国
を
巡
る
将
来
の
想
定
が
、
非
現
実
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。
こ
れ
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
が
中
国
の
核
実

験
成
功
で
あ
っ
た
。
以
後
胡
蘭
成
の
議
論
か
ら
は
中
国
の
現
状
分
析
は

減
少
し
、
代
わ
り
に
神
道
・
天
皇
等
、
ま
た
現
代
日
本
の
抱
え
る
諸
問

題
へ
の
言
及
が
増
加
す
る
。

こ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
胡
蘭
成
に
と
っ
て
は
戦
前
と
戦
後
、
あ

る
い
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
に
伴
う
断
絶
よ
り
も
、
一
九
六
四
年
の

方
が
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
当
時
日
本
に
亡
命
し
て
い
た
汪
政
権
の
外
交
官
の
動
向
と
も
共
通
す

る
。
胡
蘭
成
と
同
じ
く
汪
政
権
に
関
わ
っ
た
譚
覚
真
も
戦
後
し
ば
ら
く

は
日
本
の
雑
誌
で
中
国
分
析
を
展
開
し
た
も
の
の
、
や
は
り
一
九
六
〇

年
代
半
ば
か
ら
は
そ
の
活
動
は
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
68
）
。

三
つ
に
は
、
戦
後
の
日
本
社
会
の
中
に
戦
時
中
の
対
日
協
力
者
を
受

け
入
れ
る
空
間
が
存
在
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
胡
蘭
成
は
戦
前
か

ら
の
繋
が
り
だ
け
で
な
く
、
戦
後
も
日
本
人
と
の
交
際
関
係
を
広
げ
、

政
論
を
発
表
し
続
け
た
。
こ
れ
は
戦
後
日
本
の
対
中
交
流
の
文
脈
で
は

従
来
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
し

た
日
本
社
会
の
空
間
、
す
な
わ
ち
胡
蘭
成
が
交
流
し
た
日
本
人
の
ほ
と

ん
ど
が
所
謂
保
守
系
に
分
類
さ
れ
る
人
々
に
限
ら
れ
た
点
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
中
に
も
正
力
松
太
郎
の
よ
う
に
胡
蘭
成
に
つ

れ
な
い
態
度
の
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
胡
蘭
成
の
「
日
本
的
三

個
主
要
政
党
，
対
胡
均
尊
崇
礼
遇
，
甚
至
奉
之
為
先
生
」「
広
結
政
経

実
力
人
物
」「
多
与
各
地
豪
傑
交
遊
」（
い
ず
れ
も
唐
君
毅
宛
の
胡
蘭
成

書
翰
）
と
い
っ
た
自
己
規
定
は
（
69
）
、
胡
自
身
の
認
識
と
し
て
は
興
味

深
い
が
、
実
状
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

こ
と
は
、
胡
蘭
成
の
日
本
認
識
は
、
一
部
の
保
守
系
の
傾
向
を
持
っ
た

人
々
と
の
交
流
の
中
で
影
響
を
受
け
、
育
ま
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と

も
窺
わ
せ
る
（
胡
蘭
成
に
は
日
本
留
学
の
経
験
も
な
か
っ
た
）。
戦
後

の
胡
蘭
成
の
議
論
、
と
り
わ
け
そ
の
日
本
に
関
す
る
議
論
を
読
む
際
に

は
、
こ
う
し
た
背
景
も
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）  

胡
蘭
成
著
・
池
田
篤
紀
訳
『
中
国
の
こ
こ
ろ
』（
明
徳
出
版

社
、
一
九
五
六
年
）
の
折
り
込
み
附
録
。

（
2
）  

高
見
順
「
渡
支
日
記
」（
一
九
四
四
年
一
一
月
一
四
日
の
条
）、

『
高
見
順
日
記
』
第
二
巻
ノ
下
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
六
年
、

八
五
六
頁
。

（
3
）  

「『
政
論
家
』
胡
蘭
成
的
過
去
和
現
在
」『
漢
奸
醜
史
』
三
・

四
期
、
一
九
四
五
年
。

（
4
）  

拙
稿
「
中
国
人
対
日
協
力
者
の
戦
後
と
日
本
―
善
隣
友
誼
会

設
立
へ
の
道
」『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
三
一
号
、
二
〇
一
六

年
。

（
5
）  

張
桂
華
『
胡
蘭
成
伝
』
自
由
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年;

薛
仁
明
『
胡
蘭
成
―
天
地
之
始
』
爾
雅
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

（
如
果
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
初
版
）。

（
6
）  
王
徳
威
「
裏
切
り
の
リ
リ
シ
ズ
ム
―
戦
中
か
ら
戦
後
に
お
け
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る
胡
蘭
成
」、
王
徳
威
・
廖
炳
恵
・
松
浦
恒
雄
・
安
倍
悟
・
黄

英
哲
編
『
帝
国
主
義
と
文
学
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
〇
年
。

（
7
）  

黄
錦
樹
「
論
胡
蘭
成
的
神
学
」『
海
港
都
市
研
究
』
八
号
、

二
〇
一
三
年
。

（
8
）  

陳
昶
「
胡
蘭
成
研
究
綜
述
」『
文
学
界
―
理
論
版
』
一
一
期
、

二
〇
一
一
年
。

（
9
︶  

金
文
京
「
胡
蘭
成
対
台
湾
文
学
之
影
響
及
其
与
日
本
近
代
文

藝
思
想
之
関
係
」、
何
寄
澎
主
編
『
文
化
、
認
同
、
社
会
変
遷

―
戦
後
五
十
年
台
湾
文
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
行
政
院

文
化
建
設
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
10
）  

金
文
京
・
濱
田
麻
矢
「
日
本
亡
命
後
の
胡
蘭
成
―
保
田
與
重

郎
と
の
関
係
を
中
心
に
」『
未
名
』
一
九
号
、
二
〇
〇
一
年
。

（
11
）  

特
記
な
き
限
り
薛
仁
明
前
掲
書
附
録
胡
蘭
成
年
表
に
基
づ

く
。

（
12
）  

ち
な
み
に
鄒
平
凡
も
一
九
五
一
年
に
日
本
に
亡
命
し
、
一
九

六
五
年
に
は
日
本
に
帰
化
し
時
に
東
重
光
を
名
乗
っ
た
。
鄒
平

凡
は
一
九
七
八
年
一
二
月
三
〇
日
に
都
内
で
死
去
し
た
。「
鄒

平
凡
氏
」（
訃
報
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
九
年
一
月
一
日
、
二

三
面
。

（
13
）  

蘭
「
時
評 

政
府
与
人
民
亟
応
商
榷
経
済
建
設
計
劃
」『
中
華

日
報
』
一
九
三
七
年
五
月
一
一
日
、
二
張
二
頁
。

（
14
）  

蘭
「
時
評 

日
内
閣
之
更
迭
」『
中
華
日
報
』
一
九
三
七
年
六

月
二
日
、
二
張
二
頁
。

（
15
）  

拙
稿
「『
中
華
日
報
』
社
評
目
録
（
1
）」『
明
大
ア
ジ
ア
史

論
集
』
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
16
）  

拙
稿
「
上
海
を
統
治
す
る
―
汪
兆
銘
政
権
の
人
々
」
堀
井
弘

一
郎
・
木
田
隆
文
編
『
戦
時
上
海
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
―
溶
融
す
る

「
抵
抗
」
と
「
協
力
」』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
。

（
17
）  

胡
蘭
成
『
日
本
及
び
日
本
人
に
寄
せ
る
』
日
月
書
店
、
一
九

七
九
年
、
六
七
―
六
八
頁
。

（
18
）  

譚
覚
真
『
潜
行
三
十
年
』
文
言
社
、
一
九
七
七
年
、
九
八
―

一
〇
二
頁
。

（
19
）  

胡
蘭
成
「
中
国
の
こ
こ
ろ
―
戦
時
中
の
日
華
和
平
運
動
に
つ

い
て
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
二
年
八
月
号
。

（
20
）  

拙
稿
前
掲
「『
中
華
日
報
』
社
評
目
録
（
1
）」。

（
21
）  

原
勝
・
胡
蘭
成
・
郭
秀
峰
「
中
華
日
報
の
論
説
委
員
と
語

る
」（
一
九
三
九
年
一
一
月
二
三
日
）『
東
亜
解
放
』
一
九
四
〇

年
一
月
。

（
22
）  

倪
弘
毅
「
胡
蘭
成
二
三
事
」『
鍾
山
風
雨
』
二
〇
〇
一
年
四

期
。

（
23
）  

胡
蘭
成
前
掲
「
中
国
の
こ
こ
ろ
―
戦
時
中
の
日
華
和
平
運
動

に
つ
い
て
」。

（
24
）  

拙
稿
「
袁
殊
と
興
亜
建
国
運
動
―
汪
精
衛
政
権
成
立
前
後
の

対
日
和
平
陣
営
の
動
き
」『
東
洋
学
報
』
九
四
巻
一
号
、
二
〇

一
二
年
六
月
：
拙
稿
「
興
亜
建
国
運
動
と
そ
の
主
張
―
日
中
戦

争
期
中
国
に
お
け
る
和
平
論
」『
中
国
研
究
月
報
』
六
六
巻
七

号
、
二
〇
一
二
年
七
月
。

（
25
）  

流
沙
「
興
亜
建
国
と
日
支
の
青
年
」、
上
海
日
本
総
領
事
館

特
別
調
査
班
訳
『
興
亜
建
国
運
動
の
理
論
と
主
張
』
同
班
、
一

九
四
二
年
五
月
。
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（
26
）
胡
蘭
成
「
専
論 

到
全
面
和
平
之
路
」『
民
国
日
報
』（
南
京
）、

一
九
四
三
年
一
〇
月
三
日
、
一
頁
。

（
27
）
池
田
篤
紀
「
前
書
」（
一
九
四
五
年
二
月
一
四
日
、
南
京
陰
陽

営
六
三
号
）、
胡
蘭
成
『
中
国
の
統
一
と
解
放
の
た
め
に
』
大

陸
新
報
南
京
支
社
、
一
九
四
五
年
。
な
お
池
田
は
、
戦
争
末
期

に
胡
蘭
成
に
対
し
「
姓
名
判
断
か
ら
災
難
が
あ
る
と
い
い
だ

し
、
何
度
も
改
名
を
迫
」
り
、
そ
れ
を
拒
み
切
れ
な
か
っ
た
胡

蘭
成
は
「
敦
仁
」
と
改
名
し
た
と
い
う
。
胡
蘭
成
「『
汪
精
衛

遺
嘱
』
に
想
う 
誠
実
な
反
省
が
必
要 

誤
ま
ら
れ
が
ち
な
汪
先

生
の
真
意
」（
一
九
六
四
年
五
月
一
五
日
）『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
六

二
二
号
、
一
九
六
四
年
五
月
二
一
日
、
七
面
。

（
28
）
北
一
輝
著
、
蔣
遇
圭
訳
「
中
国
革
命
外
史
」『
苦
竹
』
一
期
、

一
九
四
四
年
一
〇
月
。

（
29
）
胡
蘭
成
前
掲
「『
汪
精
衛
遺
嘱
』
に
想
う
」。

（
30
）
胡
蘭
成
「
国
民
会
議
召
集
の
意
義
に
就
て
」
前
掲
『
中
国
の

統
一
と
解
放
の
た
め
に
』
一
七
―
一
八
頁
。

（
31
）
竹
之
内
安
巳
「
南
京
回
想
記
」（
一
九
六
九
年
六
月
）、
中
山

優
『
中
山
優
選
集
』
同
選
集
刊
行
委
員
会
、
一
九
七
二
年
、
四

一
七
頁
。

（
32
）
池
田
篤
紀
前
掲
「
前
書
」。

（
33
）
胡
蘭
成
前
掲
「
中
国
の
こ
こ
ろ
―
戦
時
中
の
日
華
和
平
運
動

に
つ
い
て
」

（
34
）
胡
蘭
成
『
日
本
の
解
放
と
世
界
の
解
放
―
一
中
国
人
の
手
記
』

一
九
四
五
年
九
月
下
旬
、
謄
写
版
。

（
35
）「
息
子
は
中
共
の
役
人 

反
共
に
燃
や
す
〝
あ
す
へ
の
希
望
〞 

胡

蘭
成
元
汪
政
権
法
制
局
長
官 

亡
命
者
⑤
」『
読
売
新
聞
』
一
九

五
九
年
一
〇
月
二
九
日
、
一
一
面
。

（
36
）「
胡
蘭
成
呈
蔣
中
正
中
国
新
生
運
動
計
画
草
案
」（
一
九
四
九

年
）、
国
史
館
、
蔣
中
正
総
統
文
物
、
檔
号002-080101 

-028-006-002

。

（
37
）
曾
叔
元
「
従
日
韓
蔣
同
盟
到
亜
洲
聯
盟
」『
群
衆
』（
香
港
版
）

二
巻
四
〇
期
、
一
九
四
八
年
。

（
38
）「
陶
希
聖
呈
蔣
中
正
転
胡
蘭
成
対
美
国
日
本
中
共
等
方
面
報
告

与
建
議
」（
一
九
五
一
年
四
月
六
日
）、
国
史
館
、
蔣
中
正
総
統

文
物
、
檔
号002-080200-345-030-004

。

（
39
）
清
水
董
三
跋
文
、
胡
蘭
成
前
掲
『
中
国
の
こ
こ
ろ
』
一
八
九

頁
。

（
40
）『
読
売
新
聞
』
前
掲
。

（
41
）
清
水
董
三
前
掲
。

（
42
）「
橘
善
守
氏
（
訃
報
）」『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
七
年
二
月
一
五

日
、
三
一
面
。

（
43
）
胡
蘭
成
（
特
別
寄
稿
）「
中
共
・
朝
鮮
動
乱
に
介
入
」『
毎
日

新
聞
』
一
九
五
〇
年
一
一
月
四
日
、
一
面
：
「
東
西
陣
営
ア
ジ

ヤ
で
対
峙
―
胡
蘭
成
氏
特
別
寄
稿
」
同
一
九
五
一
年
一
月
一

日
、
四
面
：
胡
蘭
成
「
中
共
の
ね
ら
う
も
の
」
同
一
九
五
三
年

一
月
一
日
、
五
面
。

（
44
）
胡
蘭
成
「
日
本
へ
の
提
言
―
ス
イ
ス
と
な
る
よ
り
第
二
の
ト

ル
コ
と
な
れ
」『
毎
日
情
報
』
六
巻
一
号
、
一
九
五
一
年
六

月
：
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
呈
す
―
特
に
ア
ジ
ヤ
に
対
す
る

認
識
に
つ
い
て
」
同
六
巻
七
号
、
一
九
五
一
年
七
月
。
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（
45
）
胡
蘭
成
「
日
本
の
大
道
」（
4
）・（
6
）『
東
三
新
聞
』
一
九

五
三
年
二
月
一
三
・
一
五
日
、
各
一
面
。

（
46
）
胡
蘭
成
前
掲
「
中
共
の
ね
ら
う
も
の
」。

（
47
）
原
勝
・
胡
蘭
成
・
郭
秀
峰
前
掲
「
中
華
日
報
の
論
説
委
員
と

語
る
」。

（
48
）「
東
西
陣
営
ア
ジ
ヤ
で
対
峙
―
胡
蘭
成
氏
特
別
寄
稿
」
前
掲
。

（
49
）
筆
者
所
蔵
の
胡
蘭
成
『
山
河
歳
月
』（
西
貝
印
刷
所
、
一
九
五

四
年
）
の
見
返
し
書
き
込
み
（
昭
和
三
十
一
年
四
月
廿
五
日
）。

本
書
出
版
に
尽
力
し
た
池
田
篤
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ル

ビ
は
筆
者
が
施
し
た
。

（
50
）
一
九
五
三
年
二
月
一
〇
日
か
ら
二
〇
回
に
わ
た
り
『
東
三
新

聞
』
で
「
日
本
の
大
道
」
を
連
載
す
る
が
、
こ
れ
は
一
九
五
一

年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
51
）
胡
蘭
成
「
中
国
人
と
し
て
」『
師
と
友
』
七
巻
八
号
、
一
九
五

五
年
八
月
。

（
52
）
一
九
五
五
年
頃
、
胡
蘭
成
は
「
哲
学
者
、
詩
人
で
な
け
れ
ば

政
治
を
行
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
主
旨
の
「
天
下
英
雄
会
」
と

い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
書
い
た
と
い
う
。「
政
治
と
革
命
と
文

学　

座
談
会
」『
太
和 

壬
子
輯
（
教
学
叢
書
三
巻
）』
筑
波
山

梅
田
開
拓
筵
、
一
九
七
二
年
七
月
一
五
日
、
一
〇
八
頁
。

（
53
）
胡
蘭
成
・
尾
﨑
士
郎
・
清
水
董
三
「
対
談 

さ
ま
ざ
ま
な
英
雄

―
今
日
の
現
実
と
新
人
間
像
」『
亜
細
亜
』
四
巻
三
号
、
一
九

五
六
年
七
月
。

（
54
）
胡
蘭
成
「
自
序
」（
一
九
五
六
年
一
〇
月
二
八
日
）、
胡
蘭
成

前
掲
『
中
国
の
こ
こ
ろ
』
四
頁
。

（
55
）
胡
蘭
成
「
世
界
の
危
機
に
曝
さ
れ
る
世
界 

米
国
、
反
転
し
て

強
気
に
」『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
一
年
一
一
月
一
日
、
五
面
。

（
56
）
胡
蘭
成
「
天
下
篇
（
3
）」『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
二
年
一

月
一
日
、
一
面
。

（
57
）
俵
常
利
「
胡
蘭
成
氏
の
「
最
近
の
中
国
」
を
き
く
」『
信
人
』

三
一
巻
三
号
、
一
九
六
二
年
三
月
。

（
58
）
胡
蘭
成
「
歴
史
の
新
し
き
出
発
―
今
や
何
ら
新
意
な
し 

思
想

的
疲
労
を
癒
す
も
の
は
何
か
」『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
四
年

一
月
一
日
、
五
面
。

（
59
）
俵
常
利
「
右
の
聴
講
所
感
」、
俵
常
利
前
掲
「
胡
蘭
成
氏
の

「
最
近
の
中
国
」
を
き
く
」。

（
60
）
胡
蘭
成
の
回
想
録
『
今
生
今
世
』
は
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
か
ら
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

（
61
）
胡
蘭
成
・
尾
﨑
士
郎
・
清
水
董
三
前
掲
「
対
談 

さ
ま
ざ
ま
な

英
雄
―
今
日
の
現
実
と
新
人
間
像
」。
こ
の
他
、
尾
﨑
士
郎

「
山
河
歳
月
」
も
「
亡
命
の
志
士
胡
蘭
成
に
捧
げ
」
ら
れ
て
い

る
。
尾
﨑
士
郎
『
雲
と
残
月
』
光
風
社
、
一
九
六
三
年
。
保
田

与
重
郎
「
亡
命
」『
方
聞
記
』
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
、
一
二

〇
頁
。
な
お
尾
﨑
の
胡
蘭
成
に
対
す
る
印
象
は
、
戦
時
中
に
維

新
政
府
実
業
部
部
長
を
務
め
、
や
は
り
戦
後
は
日
本
で
活
動
し

た
王
子
恵
に
対
す
る
も
の
と
も
類
似
し
て
お
り
、
尾
﨑
の
人
と

な
り
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
拙
稿
「
日
中
戦
争
前
後
に

お
け
る
日
中
間
交
渉
の
一
形
態
―
王
子
恵
と
彼
を
巡
る
人
々
」

『
現
代
中
国
研
究
』
三
五
・
三
六
合
併
号
、
二
〇
一
五
年
。

（
62
）
胡
蘭
成
「
天
下
の
大
老
」、
紫
垣
隆
翁
喜
寿
祝
賀
会
『
喜
寿 
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紫
垣
隆
翁
』
小
壺
天
出
版
、
一
九
六
一
年
、
四
二
―
四
六
頁
。

紫
垣
隆
（
一
八
八
五
―
一
九
六
八
年
）
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、

井
上
智
重
『
異
風
者
伝
―
近
代
熊
本
の
人
物
群
像
』
熊
本
日
日

新
聞
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
八
七
―
二
九
一
頁
。

（
63
）
前
掲
「
政
治
と
革
命
と
文
学　

座
談
会
」。

（
64
）
胡
蘭
成
「
天
下
篇
（
4
）」『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
二
年
一

月
一
一
日
、
四
面
。

（
65
）
梅
田
美
保
・
保
田
与
重
郎
・
胡
蘭
成
「
私
学
校
創
設
趣
意
書

草
案
」『
講
義
録 
丙
午
輯
（
教
学
叢
書
一
巻
）』
筑
波
山
梅
田

開
拓
筵
、
一
九
六
七
年
二
月
一
一
日
、
一
三
一
―
一
三
六
頁
。

（
66
）
胡
蘭
成
『
建
国
新
書
』
東
京
新
聞
出
版
局
、
一
九
六
八
年
、

二
四
四
頁
。

（
67
）
胡
蘭
成
前
掲
『
建
国
新
書
』
二
五
七
―
二
六
三
頁
。

（
68
）
拙
稿
「
大
使
館
の
人
々
―
汪
政
権
駐
日
使
領
館
官
員
履
歴
」、

相
原
佳
之
・
尾
形
洋
一
・
平
野
健
一
郎
編
『
東
洋
文
庫
蔵
汪
精

衛
政
権
駐
日
大
使
館
文
書
目
録
』
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
六
年
。

（
69
）
薛
仁
明
『
胡
蘭
成
・
天
地
之
始
』
爾
雅
出
版
社
、
二
〇
一
五

年
、
一
七
五
、
一
七
七
―
一
七
八
頁
。
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胡蘭成年表
年 月 日 年齢 胡蘭成に関する事項 備考

1906 2 28 1 浙江省嵊県下北郷胡村に生まれる。小名積蕊。

1918 13 紹興第五師範附属高等小学校二年に入学。父親と
杭州に行く。

1919 14 高等小学校卒業、紹興第五中学に進学。一学期だ
け在籍し胡村に戻る。

1920 15 杭州蕙蘭中学に進学。

1923 18 蕙蘭中学四年次に校刊を編輯したことで、退学す
る。

1925 10 20 玉鳳と結婚。胡村小学で教鞭をとる。

1926 3 21 杭州郵政局で郵務生となる。三ヵ月後に免職。

9 燕京大学副校長室で文書清書の仕事を一年する。

大学の授業を聴講。

1927 2 22 北京を離れ、故郷で年を越す。

1928 夏 23 岳父と奉化雪竇寺に行き、その後八日間南京に滞
在。職を探すも見つからず。斯頌徳（蕙蘭中学同
学）の杭州の家に一年滞在。

1930 25 杭州中山英文専修学校で教壇に立つ。

1931 年初 26 蕭山湘湖師範学校で教壇に立つ。

夏 湘湖師範学校を離れ胡村に戻る。翌年春に広西に
行く予定であったが、第一次上海事変勃発と妻の
病気のため、家に一年滞在。

1932 1 28 27 第一次上海事変勃発。

4 11 『中華日報』創刊。

6 28 妻・玉鳳病没。

8 ～

9

国民革命軍第四集団軍総司令部政訓処に任職して
いた崔真吾の紹介で広西に行き、南寧の広西第一
中学で教壇に立つ。

1933 28 散文集『西行上』出版。

百色の第五中学に移り、二年間教壇に立つ。

全慧文と結婚。

1935 30 柳州の第四中学に移り、二年間教壇に立つ。

1936 31 国民革命軍第七軍軍長廖磊の紹介で、『柳州日報』

の仕事を兼任。対日抗戦必須と民間起兵の気運を
鼓吹。

6 両広事変が起きるが、すぐに失敗する。胡蘭成は
国民革命軍第四集団軍総司令部に 33日間監禁。

1937 年初 32 白崇禧に手紙を書き釈放される。
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年 月 日 年齢 胡蘭成に関する事項 備考
1937 32 胡村に戻る途中、上海で古詠今（中華日報勤務）

に会う。帰郷後、中国の手工業と関税に関して執
筆した文章が『中華日報』に掲載される。

4 『中華日報』主筆となり、上海に行く。

7 7 盧溝橋事変勃発。

15 華北事変討論会に出席（於上海市商会）。

8 13 第二次上海事変後、胡蘭成一家はフランス租界へ
移る。

11 29 戦争激化のため『中
華日報』休刊。

1938 年初 33 香港『南華日報』総主筆となり、「流沙」の筆名
で社論を執筆。同時期、蔚藍書店の仕事も兼務し、

戦時国際情勢を研究。

10 『最近英国外交的分析』（商務印書館）出版。

19 汪精衛、重慶を離れ
ハノイへ。

12 30 汪精衛「艶電」発表。

1939 4末～ 5初 34 汪精衛に従い、香港から上海に移る。

7 10 『中華日報』復刊。

8 28 国民党（汪派）第六
回全国代表大会開催。

9 1 ドイツ、ポーランド
に侵攻（第二次世界
大戦）。

11 23 原勝・郭秀峰と座談会（於上海傅式説邸）。

1940 1 35『戦難和亦不易』（中華日報社評集）出版。

3 30 宣伝部政務次長に就任、『中華日報』総主筆・汪
精衛機要秘書兼任。

汪政権成立。

夏 『中華日報』総主筆辞任。

11 5 神戸到着。紀元二千六百年記念式典参列のため。

30 日華基本条約締結。

1941 2 28 36「国民新聞発刊辞」発表、『国民新聞』総主筆に就
任。

『国民新聞』に掲載した批評により、宣伝部次長
を免職。

12 8 日本、米英に宣戦布
告。

1942 2 37 行政院法制局長に就任。

9 『争取解放』（国民新聞社論集）出版。
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年 月 日 年齢 胡蘭成に関する事項 備考
1942 11 19 37 汪精衛訪日（～ 26

日）。

汪精衛に対米英参戦反対を提言。

1943 2 38 法制局の解消により、経済委員会特派委員に就任。

3 蔣介石『中国之命運』

（正中書局）出版。

10 3 「到全面和平之路」を掲載。これをきっかけに池
田篤紀と知り合う。

30 日華同盟条約締結。

12 筆禍（「日本帝国主義必敗、南京政府覆滅、召開
国民会議等）のため逮捕。

1944 1 24 39 池田篤紀の尽力で釈放。

2 1 上海に戻る。

4 張愛玲と知り合う。

6 張愛玲と結婚。

7 日本はただちに中国から撤兵すべきことを公表。

11 10 汪精衛、名古屋で逝
去。

張愛玲と『苦竹』（月刊）創刊。池田篤紀・清水
董三・谷正之、胡蘭成を湖北へ送るために尽力。

沈啓无・関永吉等と漢口『大楚報』を接収。

1945 1 40 漢陽天主堂で講演。

春 周訓徳（漢陽医院看護士）と恋愛。

3 上海に戻る。途中南京で陳公博等と会見。

武漢に戻る。

『中国人的声音』（大楚報社）出版。

『中国の統一と解放のために』 （大陸新報南京支社）

出版。

8 11 ポツダム宣言受諾の
『中華日報』和平号外
配布。

15 日本投降。

鄒平凡と武漢独立を宣言（13日間で失敗）。

9 初 傷病兵に変装し武漢を脱出。

5 南京に到着。日本憲兵隊と秘密裏に晩餐。

7 日本軍少佐に変装し、憲兵隊佐官 3人と鉄道で上
海へ向かう。谷正之・清水董三・池田篤紀の庇護。

30 浙江諸曁に至り、斯頌徳の実家に滞在。

下 『日本の解放と世界の解放―一中国人の手記』を
記す。
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年 月 日 年齢 胡蘭成に関する事項 備考
1945 12 40 温州へ逃亡。途中范秀美と結婚。潜伏中は張嘉儀

を名乗る。

1946 2 中 41 張愛玲、温州に胡蘭成を訪ねる。

4 温州から再度諸曁へ移る。

1947 年初 42 梁漱溟と通信。『山河歳月』執筆開始。

6 10 張愛玲より来信、胡蘭成と決別。別に潜伏用資金
30万元を送る。

9 温州中学で教鞭をとる。

1948 2 中 43 雁蕩山に移り、淮南中学教務主任に就任。

1949 2 上 44 温州中学に戻る。

5 7 人民解放軍温州入城。

夏 甌海中学に移る。

10 1 北京に中華人民共和
国成立。

12 中華民国台北に遷都。

1950 年初 45「生活指導委員会」学生代表により罷免。

3 梁漱溟の招きで北京行を検討。

末 鄒平凡等と上海を離れ、広州から香港に向かう。

4 香港に渡る。香港で樊仲雲・佘愛珍等と会う。

6 25 朝鮮戦争勃発。

9 7 唐君毅と知り合う。

19 香港を離れ日本に向かう。

26 清水董三宅に着き、その後池田篤紀宅（清水市）

に移る。

1951 2 中 46 訪日中の何応欽と会見。

3 15 東京に転居。

4 14 訪日中の徐復観を接待。

7 末 家主の日本婦人と恋愛。

9 8 サンフランシスコ平
和条約締結。

1952 10 25 47 池田篤紀（清水新聞社長）他と佐久間ダム視察の
ため豊橋訪問。

「朝鮮戦争と日本の前途」を講演。

1954 3 49『山河歳月』（西貝印刷所）出版。

佘愛珍（呉四宝元妻）と結婚。

1955 11 50 銭穆と会見。

1956 12 10 51『中国のこころ』（明徳出版社）発行。

1957 1 30 52 尾﨑士郎と知り合う。

2 10 唐君毅、日本で講演（～ 23日）。

1958 12 53『今生今世』上冊（ジャーナル社）出版。張愛玲
に送る。
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年 月 日 年齢 胡蘭成に関する事項 備考
1959 6 54 鹿児島の進学予備校で「古典と人生」を講演。

9 『今生今世』下冊（ジャーナル社）出版。

10 29 『読売新聞』連載「亡命者」で紹介される。

1960 12 28 55 尾﨑士郎とＮＨＫ「朝の訪問」で対談。

1962 10 57「世界的転機在中国」連載開始（『新聞天地』）。

1963 7 58『世界的転機在中国』 （新聞天地社）出版。

1964 8 59 唐君毅東京で胡蘭成、安岡正篤と会う。

10 19 中華人民共和国核実
験に成功。

1965 10 22 60 孫文・宮崎滔天銅像落成式（紫垣隆主宰）に参加
（熊本）。

1966 5 61 文化大革命勃発。

梅田美保と知り合う（筑波山梅田開拓筵）、筑波
山に滞在。

1967 2 11 62『講義録　丙午輯（教学叢書一巻）』（筑波山梅田
開拓筵）出版。

4 『心経随喜』（梅田開拓筵）出版。 台湾で中華文化復興
運動推行委員会発足。

1968 5 63『建国新書』（東京新聞出版局）出版。

8 10 『卿雲 丁未輯（教学叢書二巻）』（筑波山梅田開拓
筵）出版。

秋 岡潔・保田与重郎と高野山等に行く。

1969 2 11 64 胡蘭成之書展（日本橋三越）。

『胡蘭成之書』（梅田開拓筵）出版。

3 8 胡蘭成之書展（名古屋丸栄）。

10 17 胡蘭成之書展（土浦・水戸）。

12 『建国新書』、『新聞天地』（香港）に連載開始。

1970 3 65 胡蘭成之書展（大阪なんば高島屋）。

湯川秀樹と知り合う。

1972 2 67『自然学』（梅田開拓筵）出版。

7 15 『太和 壬子輯（教学叢書三巻）』（筑波山梅田開拓
筵）出版。

9 29 日中共同声明。日本
中華民国と断交。

10 華僑代表団と訪台。陳立夫・張其昀などと会い、

文化学院に招聘される。

1974 5 69 台湾華崗に住み、文化学院教授に就任。

8 朱西寧と会う。

12 『華学科学与哲学』（華崗出版社）出版。

1975 6 70 蔣経国に手紙を送る。
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年 月 日 年齢 胡蘭成に関する事項 備考
1975 9 70 周同（胡秋原）「漢奸胡蘭成速回日本去！」『中華

雑誌』に掲載。

10 文化学院の授業停止。

1976 1 末 71 日本に戻る。

4 再度訪台するが、文化界の反発で、文化学院を離
れ、朱西寧宅隣に移る。

11 日本に戻る。

1977 4 72『三三集刊』創刊。

1978 8 12 73 日中平和友好条約締
結。

1979 1 74『日本及び日本人に寄せる』（日月書店） 出版。

5 『禅是一枝花』（三三書坊）出版。

10 『中国礼楽』（三三書坊）出版。

1980 10 75『天と人との際』（清渚会）出版。

1981 7 25 76 東京福生で逝去。

8 30 清岩院（福生）で葬儀。福田赳夫・宮崎輝・保田
与重郎・赤城宗徳他参列。

1982 7 『機論「道機と禅機」 』（花曜社）出版。

参考： 薛仁明『胡蘭成・天地之始』（爾雅出版社、2015年）附録胡蘭成年表を元に、諸論文で修
正補訂。



199 戦前戦後を越える思想

胡蘭成論文一覧
年 月 日 論文名 掲載誌／紙

1925 4 春日之景象 『蕙蘭校刊』1巻 1号
1925 4 西湖之旅 『蕙蘭校刊』1巻 1号
1929 10 中国郷党制度沿革考 『政治学刊』創刊号
1931 一輌貨車 『湘湖生活』12期
1932 11 20 関於浙江省立郷村師範 『教育週報』30期
1932 11 23 中学生国文課外読物的一点商榷 『教育論壇』2巻 2期
1933 1 23 初恋心理的分析 『広西青年』12期
1933 民衆教育諸問題 『民衆園地』1巻 3・4期
1933 従民間歌謡裏所認識的民衆生活 『民衆園地』1巻 5期
1933 4 15 承徳的陥落 『民衆園地』2巻 1・2期
1935 1 15 在民主的口号下集合起来 『三民主義月刊』5巻 1期
1937 4 11 対経済建設貢献一点意見 『中華日報』

1937 4 17 西班牙結束内戦的傾向 『中華日報』

1937 4 21 関於罷工 『中華日報』

1937 4 23 英日対華合作的可能性 『中華日報』

1937 4 26 経済建設的幾個根本問題 『中華日報』

1937 4 28 中国政権統一的傾向 『中華日報』

1937 4 30 日本政局的動向 『中華日報』

1937 5 1 五一節 『中華日報』

1937 5 1 世界民主潮流的再穏定 『中華月報』5巻 5期
1937 5 5 対国民大会与『開放党禁』 『中華日報』

1937 5 8 論地方自治 『中華日報』

1937 5 11 政府与人民亟応商榷経済建設計劃 『中華日報』

1937 5 13 論桂幣改革 『中華日報』

1937 5 17 物価高漲与中国経済建設 『中華日報』

1937 5 19 林内閣的戦術 『中華日報』

1937 5 20 太平洋集体安全与中国 『中華日報』

1937 5 24 国聯政院常会的観測 『中華日報』

1937 5 29 日本新党運動的観測 『中華日報』

1937 6 1 準戦体制下的日本金融 『中華月報』5巻 6期
1937 6 2 日内閣之更迭 『中華日報』

1937 6 5 関於土地法 『中華日報』

1937 6 8 日本外交動向 『中華日報』

1937 6 9 現階段日本帝国主義発展中的近衛内閣 『中華日報』

1937 6 10 農本局的任務 『中華日報』

1937 6 12 所謂通貨膨張問題 『中華日報』

1937 6 19 蘇聯党獄 『中華日報』

1937 6 21 中国手工業的容貌 『中国世界経済情報』1巻16期
1937 6 22 欧洲与美国 『中華日報』

1937 6 24 羅斯福政権的透視 『中華日報』

1937 6 25 再論総予算 『中華日報』
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1937 6 29 西班牙戦事的幾個階段 『中華日報』

1937 7 2 法郎再貶値 『中華日報』

1937 7 8 世界文化合作的途徑 『中華日報』

1937 7 10 盧溝橋事件 『中華日報』

1937 7 19 中国経済建設的産業配置 『中国世界経済情報』1巻20期
1937 7 19 民主革命与民族解放 『中華日報』

1937 7 22 日本的策略和我們的応付 『中華日報』

1937 7 26 益形厳重之華北局面 『中華日報』

1937 7 26 国難時期的民主政治 『中華日報』

1937 7 30 全面的抗戦 『中華日報』

1937 蘇聯工農生活 『中華月報』5巻 7期
1937 8 1 盧溝橋事件在演化 『中華月報』5巻 8期
1937 8 4 等待就是滅亡 『中華日報』

1937 8 10 民族抗戦総動員与民主 『中華日報』

1937 8 14 怎様展開全面抗戦―人人抵抗処処抵抗 『中華日報』

1937 8 15 租界中立！ 『中華日報』

1937 8 17 積極推行救国公債 『中華日報』

1937 10 6 怎様救済失業工人 『中華日報』

1937 10 12 戦時教育問題 『中華日報』

1937 10 14 行将召開的九国公約会議 『中華日報』

1937 10 18 経済制裁的関鍵在美国 『中華日報』

1937 10 19 対於増税的意見 『中華日報』

1937 10 20 九国公約会議的重心何在 『中華日報』

1937 10 22 対日経済絶交 『中華日報』

1937 10 24 如何籌措戦費 『中華日報』

1937 10 27 如何加緊輸出？ 『中華日報』

1937 10 28 比国閣潮 『中華日報』

1937 10 31 再論九国公約会議―調停暴走不通之路！ 『中華日報』

1938 7 15 徳国対捷和緩以後 『政論旬刊』1巻 17期
1938 10 16 美国的十一月議会改選 『国際週報』25期
1938 11 20 凱末爾与土耳其 『国際週報』30期
1938 12 4 世界経済動態 『国際週報』32期
1938 12 25 第九次汎美会議開会 『国際週報』35期
1939 1 3 我們的鄭重声明 『南華日報』社評
1939 1 4 和与戦 『南華日報』社論
1939 1 11 当前的選択 『南華日報』社論
1939 和議与統一 『戦難和亦不易』

1939 国民党切勿自暴自棄 『戦難和亦不易』

1939 評五中全会宣言―関于部份外交 『戦難和亦不易』

1939 和議的時機与和議的運用 『戦難和亦不易』

1939 一個総検討 『戦難和亦不易』

1939 五中全会陳辞 『戦難和亦不易』

1939 戦難，和亦不易！ 『南華日報』
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1939 以直接交渉引致国際調停 『戦難和亦不易』

1939 従近衛声明到平沼内閣 『戦難和亦不易』

1939 2 5 本届日本議会的考察―関於外交部份 『戦難和亦不易』

1939 転移目標―斥大公報与新華日報 『戦難和亦不易』

1939 斥誣蔑構陥 『南華日報』社評
1939 斥呉稚暉 『南華日報』社論
1939 再斥呉稚暉 『南華日報』社論
1939 5 10 徳義軍事同盟 『南華日報』社評
1939 5 11 革命与反動 『南華日報』社評
1939 5 14 和局的危機 『南華日報』社評
1939 5 28 要求理解 『南華日報』社論
1939 5 31 補充幾句話 『南華日報』社論
1939 6 10 展開光明的前途 『南華日報』社論
1939 6 21 民衆亟応起而自決 『南華日報』社評
1939 6 25 蘇聯外交真相 『南華日報』社評
1939 6 28 半年来的国際経済 『南華日報』社評
1939 7 25 和議非権術能致（和議与権術） 『中華日報』

1939 7 27 撤兵問題 『中華日報』

1939 7 29 美日商航条約廃止 『中華日報』

1939 8 3 対於大亜洲主義的認識 『中華日報』

1939 8 5 和議与政権 『中華日報』

1939 8 7 国際軍事同盟之真相 『中華日報』

1939 8 8 在淪陥区工作的意義 『中華日報』

1939 8 12 和議之実現与国民政府之重建 『中華日報』

1939 8 13 一個錯誤的日子 『中華日報』

1939 8 18 発動護党運動 『中華日報』

1939 8 21 抗戦両週年後 『三民週刊』1巻 1期
1939 8 23 我們対於徳蘇簽訂互不侵犯協定的観察 『中華日報』

1939 8 27 反対暗殺！ 『中華日報』

1939 8 26 徳蘇不侵犯条約与遠東 『中華日報』

1939 8 27 遠東亟起自救 『中華日報』

1939 8 29 我們対於平沼内閣辞職的見解 『中華日報』

1939 8 31 国民党的決心与行動 『中華日報』

1939 9 2 欧戦与中日和平 『中華日報』

1939 9 4 我們対於欧戦的態度 『中華日報』

1939 9 5 大戦中各国動態 『中華日報』

1939 9 8 欧戦的展開 『中華日報』

1939 9 9 欧戦与和平運動 『中華日報』

1939 9 10 中日合作的基点 『中華日報』

1939 9 11 和平運動的把握 『中華日報』

1939 9 17 欧戦形勢与遠東形勢 『中華日報』

1939 9 18 中日双方的責任 『中華日報』

1939 9 22 我們的責任与行動 『中華日報』



202

年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1939 10 23 中日和平与亜洲前途 『三民週刊』1巻 10期
1939 12 13 愛惜国計民生 『中華日報』

1939 9 28 蘇聯与欧戦 『中華日報』

1939 9 29 当前的和議時機 『中華日報』

1939 10 2 王寵恵的補充声明 『中華日報』

1939 10 4 全面的和 『中華日報』

1939 12 14 我們対於法幣問題的見解 『中華日報』

1939 10 6 再論為什麼要反共 『中華日報』

1939 10 8 希特勒的和平演説 『中華日報』

1939 10 9 美国的地位 『中華日報』

1939 10 11 日蘇互不侵犯条約 『中華日報』

1939 10 12 容認独裁便是容忍亡国 『中華日報』

1939 10 15 三件事的考察 『中華日報』

1939 10 16 中日的共同利害 『中華日報』

1939 10 19 和平空気 『中華日報』

1939 10 23 中日経済合作与中国経済改造 『中華日報』

1939 10 24 経済合作諸問題 『中華日報』

1939 10 25 中蘇与日美 『中華日報』

1939 10 27 共産党的新陰謀 『中華日報』

1939 10 29 改組政府問題 『中華日報』

1939 10 30 我対於河内案件的見解 『中華日報』

1939 10 30 窮兇極悪与窮途末路 『中華日報』

1939 11 1 日英日美談判 『中華日報』

1939 11 2 蔣共衝突与対日反攻 『中華日報』

1939 12 15 工潮問題 『中華日報』

1939 11 4 講和的責任能力 『中華日報』

1939 11 5 僵持与没落 『中華日報』

1939 11 6 拖与偏安 『中華日報』

1939 11 8 斥莫洛托夫演説 『中華日報』

1939 11 10 日本対美対蘇外交 『中華日報』

1939 11 11 組府問題 『中華日報』

1939 11 12 一個偉大的教訓 『中華日報』

1939 11 13 創造担当和平的力量 『中華日報』

1939 11 14 蔣介石的窮途与説謊 『中華日報』

1939 11 16 蔣介石演説的再駁斥 『中華日報』

1939 11 18 答覆質問（一） 『中華日報』

1939 11 19 答覆質問（二） 『中華日報』

1939 11 20 問題与結論 『中華日報』

1939 11 21 英美与中日和平 『中華日報』

1939 11 22 警覚遠東的危機 『中華日報』

1939 11 23 阿部首相的談話 『中華日報』

1939 11 23 座談会 中華日報の論説委員と語る 『東亜解放』1940年 1月
1939 11 24 蔣介石的没落与掙扎 『中華日報』
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1939 11 26 中国与蔣介石 『中華日報』

1939 11 28 我們的態度 『中華日報』

1939 11 30 恐日病与恐華病（一） 『中華日報』

1939 11 興亜建国と日支の青年 『興亜建国運動の理論と主張』

1939 12 3 恐日病与恐華病（二） 『中華日報』

1939 12 4 恐日病与恐華病（三） 『中華日報』

1939 12 5 蘇芬戦争与欧洲局面 『中華日報』

1939 12 6 野村与格魯的階段 『中華日報』

1939 12 7 欧戦的軌跡 『中華日報』

1939 12 10 欧洲外交的関頭 『中華日報』

1939 12 11 応当覚醒了 『中華日報』

1939 12 12 建軍的使命 『中華日報』

1939 12 13 愛惜国計民生！ 『中華日報』

1939 12 14 我們対於法幣問題的見解 『中華日報』

1939 12 15 工潮問題 『中華日報』

1939 中国的立場与日本的責任 『三民週刊』1巻 6期
1940 1 1 中国共産党問題 『三民週刊』2巻 1期
1940 2 一年間の和平運動 『東亜解放』1940年 2月
1940 6 4 新聞界応有的精神 『中華日報』

1940 6 17 欧戦的展開与遠東的危機 『中華日報』

1940 9 22 世界経済恐慌与世界戦争―在中央宣伝講習所講（上）『中央導報』1巻 8期
1940 9 29 世界経済恐慌与世界戦争―在中央宣伝講習所講（下）『中央導報』1巻 9期
1940 12 13 我対於和平運動的信念 『中華日報』

1941 2 28 国民新聞発刊詞 『国民新聞』

1941 2 日支和平運動に対する我が信念 『東亜解放』1941年 2月
1941 3 1 要做的事 『国民新聞』

1941 3 5 蘇俄的地位 『国民新聞』

1941 3 6 中国地位的保証 『国民新聞』

1941 3 7 巴爾幹戦争的範疇 『国民新聞』

1941 3 10 亜洲民族解放的起点 『国民新聞』

1941 3 11 渝共決裂的序幕 『国民新聞』

1941 3 14 従局部撤兵做起 『国民新聞』

1941 3 18 従収回越界築路入手 『国民新聞』

1941 3 19 美国的行動程序与方向 『国民新聞』

1941 3 20 経済統制在中国 『国民新聞』

1941 3 21 曾仲鳴先生殉国二週紀念辞 『国民新聞』

1941 3 23 責任与善後 『国民新聞』

1941 3 26 貢献給全国軍事会議 『国民新聞』

1941 3 28 強化警察！ 『国民新聞』

1941 3 29 紀念革命節 『国民新聞』

1941 3 30 還都一週年告知和運同志 『国民新聞』

1941 3 旅日随筆 『中日文化』1巻 1号
1941 4 5 改造上海金融界 『国民新聞』
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1941 4 7 到全面和平之路 『国民新聞』

1941 4 9 炸弾屠殺和重慶政権 『国民新聞』

1941 4 10 田中之言 『国民新聞』

1941 4 11 蘇俄的処境 『国民新聞』

1941 4 14 美国的両洋政策 『国民新聞』

1941 4 16 弱者的心理 『国民新聞』

1941 4 18 日蘇協定以後 『国民新聞』

1941 4 21 渝共分裂与中国前途 『国民新聞』

1941 4 23 中国的処境 『国民新聞』

1941 4 25 欧洲戦敗国的命運 『国民新聞』

1941 4 28 渝共衝突及其界限 『国民新聞』

1941 4 30 多做自己的工作 『国民新聞』

1941 5 1 工人運動之流変 『国民新聞』

1941 5 2 悲壮的法蘭西 『国民新聞』

1941 5 3 糾正十四年来的錯誤 『国民新聞』

1941 5 4 紀念「五四」 『国民新聞』

1941 5 5 紀念「五五」 『国民新聞』

1941 5 7 親善之道 『国民新聞』

1941 5 9 徳国的戦略被撓動 『国民新聞』

1941 5 12 重心在清郷工作 『国民新聞』

1941 5 13 近東問題的内延与外延 『国民新聞』

1941 5 14 我們的抗議与決心 『国民新聞』

1941 5 16 本多大使之言 『国民新聞』

1941 5 19 問題的提出与解答 『国民新聞』

1941 5 21 闢美国調停中日戦争説 『国民新聞』

1941 5 23 建軍的途径 『国民新聞』

1941 5 25 中日和平的正軌 『国民新聞』

1941 5 26 鞭其後者而進之 『国民新聞』

1941 5 28 徳国控制大西洋 『国民新聞』

1941 5 29 羅斯福総統的演説 『国民新聞』

1941 5 30 中華民族的気節 『国民新聞』

1941 6 9 観念的澄清 『国民新聞』

1941 6 11 両重権力 『国民新聞』

1941 6 13 怎様努力？ 『国民新聞』

1941 6 15 東亜的関鍵 『国民新聞』

1941 6 24 蘇聯的新評価 『国民新聞』

1941 6 26 徳蘇戦争之展開 『国民新聞』

1941 6 28 清郷工作的支点 『国民新聞』

1941 6 30 向前邁進 『国民新聞』

1941 7 1 国民政府的国際承認問題 『国民新聞』

1941 7 2 清郷工作正式開始 『国民新聞』

1941 7 3 応有的風度 『国民新聞』

1941 7 6「我対於日本国民的希望」書後 『国民新聞』
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1941 7 7 戦争的開端与結束 『国民新聞』

1941 7 8 外交常識 『国民新聞』

1941 7 10 戦争与解放 『国民新聞』

1941 7 10 澄清文化界 『中華日報』

1941 7 11 経済交渉的重点主義 『国民新聞』

1941 7 14 再論重点主義 『国民新聞』

1941 7 16 三論重点主義 『国民新聞』

1941 7 18 日閣改組 『国民新聞』

1941 7 21 日本新閣的外交 『国民新聞』

1941 7 24 国府与国家 『国民新聞』

1941 7 26 越南問題的発展 『国民新聞』

1941 7 28 凍結中日資金 『国民新聞』

1941 7 30 可注意的法国動態 『国民新聞』

1941 8 1 資金凍結後的局勢 『国民新聞』

1941 8 4 従何測量日美関係？ 『国民新聞』

1941 8 6 時代与文人 『国民新聞』

1941 8 10 作悪者必自損 『国民新聞』

1941 8 13 紀念八一三 『国民新聞』

1941 8 15 法国政変的動律 『国民新聞』

1941 8 18 美国参戦的序幕 『国民新聞』

1941 8 20 進歩与落伍 『国民新聞』

1941 8 21 是進歩還是歪曲？ 『国民新聞』

1941 8 25 勗法国人民 『国民新聞』

1941 8 27 紀念孔子 『国民新聞』

1941 9 1 後死者的責任 『国民新聞』

1941 9 5 清郷工作検討 『国民新聞』

1941 9 6 美国的理想与現実 『国民新聞』

1941 9 7 和平的進度与帰結 『国民新聞』

1941 9 10 第一期清郷的検閲 『国民新聞』

1941 9 12 児玉謙次失言 『国民新聞』

1941 9 15 羅斯福演説後的相関事態 『国民新聞』

1941 9 22 外交与国格 『国民新聞』

1941 9 24 恢復正当外交 『国民新聞』

1941 9 25 美国的動態与中立法 『国民新聞』

1941 西方戦局的推移 『国民新聞』

1942 2 『曹涵美画「金瓶梅」』序 『曹涵美画「金瓶梅」第二集』

1942 7 17 文化的厄運 『国民新聞』

1942 7 20 寿顔文樑先生 『国民新聞』

1942 8 1 徳軍南下与世界戦局 『国民新聞』

1942 12 22 如何戦勝？ 『太平洋週報』1巻 48期
1942 12 30 人間味云云 『人間』1巻 1期
1943 5 15 和運区経済的癥結 『文友』1巻 1期
1943 “言語不通”之敵 『人間』1巻 2期
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1943 9 関於花 『人間』1巻 3期
1943 10 3 到全面和平之路 『民国日報』

1943 10 23 評路易士 『中華日報』

1943 10 28 周作人与路易士 『中華日報』

1943 10 談談周作人 『人間』1巻 4期
1943 10 論書法三則 『人間』1巻 4期
1943 11 13 京居随筆 『中華日報』

1943 12 15「文化本位」論戦経過 『文友』2巻 3期
1944 1 1 参戦一周年座談会 『文友』2巻 4期
1944 1 路易士 『文壇史料』

1944 2 15「中国之命運」的批判 『新東方』9巻 2期
1944 3 15 皁隷・清客与来者 『新東方』9巻 3期
1944 3 26 話説世界大勢 『申報』（星期評論）

1944 4 周作人与魯迅 『雑誌』13巻 1期
1944 5 瓜子殻 『天地』7・8期合刊
1944 6 10 評張愛玲 『雑誌』13巻 3期
1944 6 15「中国の命運」を論ず 『情報』（大東亜省）26号
1944 6 読了紅楼夢 『天地』9期
1944 7 1 言之醜也 『東亜聯盟』8巻 1期
1944 7 随筆六則 『天地』10期
1944 8 10 談談蘇青 『小天地』1期
1944 8 乱世文談 『天地』11期
1944 10 試談国事 『苦竹』1期
1944 10 新秋試筆 『苦竹』1期
1944 10 周沈交悪 『苦竹』1期
1944 10 閒書啓蒙 『苦竹』1期
1944 10 説吵架 『苦竹』1期
1944 10 貴人的惆悵 『苦竹』1期
1944 10 違世之言 『苦竹』1期
1944 11 文明的伝統 『苦竹』2期
1944 11 給青年 『苦竹』2期
1944 11 談論金瓶梅 『苦竹』2期
1944 11 「土地的緑」 『苦竹』2期
1944 11 男歓女愛―二十一年在広西，採集民歌成此篇 『苦竹』2期
1944 12 2 重新做起 『大楚報』

1944 12 3 瞭解的起点 『大楚報』

1944 12 4 抗議轟炸人民 『大楚報』

1944 12 5 首先認識中国 『大楚報』

1944 12 6 無益有害之請求 『大楚報』

1944 12 7 美国生産力的再估計 『大楚報』

1944 12 8 三週年的教訓 『大楚報』

1944 12 9 告重慶 『大楚報』

1944 12 10 抗戦現状的変動程度 『大楚報』
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1944 12 11 告日本人 『大楚報』

1944 12 12 停止戦争纔能停止轟炸 『大楚報』

1944 12 14 対美国無期待 『大楚報』

1944 12 15 告中国人 『大楚報』

1944 12 17 美国外交五原則 『大楚報』

1944 12 19 欧洲の実例 『大楚報』

1944 12 20 重慶は何時反攻するか 『大楚報』

1944 12 22 逃難と消災 『大楚報』

1944 12 23 再考慮和平的範囲与階段 『大楚報』

1944 12 24 法俄協定 『大楚報』

1944 12 27 組織西欧国家集団的計劃 『大楚報』

1944 12 28 知己知彼 『大楚報』

1944 12 29 中日問題与中国問題 『大楚報』

1944 12 30 中日問題与日本問題 『大楚報』

1944 12 31 美国対蘇大借款 『大楚報』

1945 1 1 献歳辞 『大楚報』

1945 1 5 論之解放 『大楚報』

1945 1 6 答問 『大楚報』

1945 1 7 物資決定戦局不決定戦争 『大楚報』

1945 1 8 三点認識 『大楚報』

1945 1 9 紀念羅曼羅蘭 『大楚報』

1945 1 10 欧戦拖延之故 『大楚報』

1945 1 11 問題無妥協 『大楚報』

1945 1 13 估量重慶政府 『大楚報』

1945 1 14 美国与欧洲戦争現状 『大楚報』

1945 1 15 延安政府又怎様？ 『大楚報』

1945 1 16 文藝復興提示 『大楚報』

1945 1 17 要求召開国民会議 『大楚報』

1945 1 18 文明の曙光 『大楚報』

1945 1 19 文明の再建 『大楚報』

1945 1 20 蔣介石と其の『中国之命運』 『大楚報』

1945 1 21 中国のメシア 『大楚報』

1945 1 24 中国文明の伝統 『大楚報』

1945 1 28 蔣介石の元旦演説 『大楚報』

1945 1 31 抗戦区人民の動静 『大楚報』

1945 2 2 現代の知識分子なる者 『大楚報』

1945 2 4 如何にして『中国に復帰する』か 『大楚報』

1945 2 5 中国民間 『中国人的声音』

1945 3 1 感情的貧困 『中国人的声音』

1945 3 左派趣味 『苦竹』3期
1945 3 中国文明与世界文藝復興 『苦竹』3期
1945 6 張愛玲与左派 『天地』21期
1945 組織戦時人民委員会 『大公』1期
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1945 欧戦何時結束？ 『大公』2期
1945 撤兵問題 『大公』7期
1945 9 日本の解放と世界の解放― 一中国人の手記 『日本の解放と世界の解放』

1950 11 4 朝鮮 動乱―中共、朝鮮動乱に介入 胡蘭成特別寄稿 『毎日新聞』

1951 1 1 アジヤ―東西陣営アジヤで対立 胡蘭成氏特別寄稿 『毎日新聞』

1951 3 毛沢東論 『改造』32巻 4号
1951 6 中国人は中共をどうみる 『東洋経済新報』2475号
1951 6 アジアと日本―承前 『東洋経済新報』2476号
1951 6 日本への提言―スイスとなるより第二のトルコとなれ『毎日情報』6巻 1号
1951 7 マッカーサー元帥に呈す―特にアジヤに対する認識に

ついて
『毎日情報』6巻 7号

1952 6 新緑に寄せて 『共通の広場』1巻 2号
1952 8 中国のこころ―戦時中の日華和平運動について 『文藝春秋』30巻 11号
1952 8 わが日共観 『日本及日本人』3巻 10号
1952 12 日本の風物 『改造』33巻 18号
1953 1 1 中国―中共のねらうもの 『毎日新聞』

1953 2 10 日本の大道（1） 『東三新聞』（執筆は 1951年）

1953 2 11 日本の大道（2） 『東三新聞』

1953 2 12 日本の大道（3） 『東三新聞』

1953 2 13 日本の大道（4） 『東三新聞』

1953 2 14 日本の大道（5） 『東三新聞』

1953 2 15 日本の大道（6） 『東三新聞』

1953 2 16 日本の大道（7） 『東三新聞』

1953 2 17 日本の大道（8） 『東三新聞』

1953 2 18 日本の大道（9） 『東三新聞』

1953 2 19 日本の大道（10） 『東三新聞』

1953 2 20 日本の大道（11） 『東三新聞』

1953 2 21 日本の大道（12） 『東三新聞』

1953 2 22 日本の大道（13） 『東三新聞』

1953 2 23 日本の大道（14） 『東三新聞』

1953 2 24 日本の大道（15） 『東三新聞』

1953 2 25 日本の大道（16） 『東三新聞』

1953 2 26 日本の大道（17） 『東三新聞』

1953 2 27 日本の大道（18） 『東三新聞』

1953 2 28 日本の大道（19） 『東三新聞』

1953 3 1 日本の大道（終） 『東三新聞』

1955 6 中国人如是説 『綜合文化』1巻 2号
1955 7 中国人如是説 『綜合文化』1巻 3号
1955 8 中国人として 『師と友』7巻 8号
1956 7 対談 さまざまな英雄―今日の現実と新人間像 『亜細亜』4巻 3号
1956 9 ソ連外交は成功したか 『亜細亜』4巻 4号
1957 6 1 筆談 『風報』（第 4次）4巻 6号
1957 7 1 筆談（続） 『風報』（第 4次）4巻 7号
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1957 8 毛沢東の二月演説と中国の国情 『日本談義』1957年 8月号
1958 11 蘇書―蘇峰翁の書 『日本談義』1958年 11月号
1959 7 人民公社と中国伝統思想 『大陸問題』8巻 7号
1960 2 東洋の政治思想と民主々義 『亜細亜』28号
1960 9 気概を失った日本の民族 『経済往来』12巻 9号
1960 12 中ソ論争と中共の現実―胡蘭成氏の政治レポート 『亜細亜』33号
1961 1 米新政権と国際情勢―胡蘭成氏の政治レポート 『亜細亜』34号
1961 2 中国対等の方向―中共の九中全会招集について 『亜細亜』35号
1961 5 天下の大老 『喜寿 紫垣隆翁』

1961 6 1 略介『植物的法則与人』 『人生』（香港）

1961 7 知味は知音の如し 『中国菜』3号
1961 8 中共国連加盟に関する後継国家方式批判 『師と友』13巻 8号
1961 注目される台湾海峡状勢―政治レポート 『亜細亜』36号
1961 9 1 論語随喜（29） 『ジャーナル』

1961 9 11 論語随喜（30） 『ジャーナル』

1961 9 21 論語随喜（31） 『ジャーナル』

1961 10 1 論語随喜（32） 『ジャーナル』

1961 10 11 論語随喜（33） 『ジャーナル』

1961 10 21 論語随喜（34） 『ジャーナル』

1961 11 1 論語随喜（35） 『ジャーナル』

1961 11 1 世界の危機に曝される世界 米国、反転して強気に 『ジャーナル』

1961 11 11 中国の民心と蔣介石 期待はいまだ薄れず 『ジャーナル』

1961 12 11 天下篇（1） 『ジャーナル』

1961 12 21 天下篇（2） 『ジャーナル』

1962 1 1 天下篇（3） 『ジャーナル』

1962 1 11 天下篇（4） 『ジャーナル』

1962 1 21 天下篇（5） 『ジャーナル』

1962 2 1 天下篇（6） 『ジャーナル』

1962 2 11 天下篇（7） 『ジャーナル』

1962 2 21 天下篇（8） 『ジャーナル』

1962 3 1 天下篇（9） 『ジャーナル』

1962 3 11 天下篇（10） 『ジャーナル』

1962 3 21 天下篇（11） 『ジャーナル』

1962 4 1 天下篇（12） 『ジャーナル』

1962 4 11 世界の転機は中国に在る（1） 『ジャーナル』

1962 4 21 世界の転機は中国に在る（2） 『ジャーナル』

1962 5 1 世界の転機は中国に在る（3） 『ジャーナル』

1962 5 11 世界の転機は中国に在る（4） 『ジャーナル』

1962 5 15 観世音菩薩の霊験 信仰の本質は「幸」 生命力はどこか
ら来る？

『仏教タイムス』

1962 5 21 世界の転機は中国に在る（5） 『ジャーナル』

1962 6 1 世界の転機は中国に在る（6） 『ジャーナル』

1962 6 11 世界の転機は中国に在る（7） 『ジャーナル』
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1962 6 21 世界の転機は中国に在る（8） 『ジャーナル』

1962 7 1 世界の転機は中国に在る（9） 『ジャーナル』

1962 7 11 世界の転機は中国に在る（10） 『ジャーナル』

1962 7 21 世界の転機は中国に在る（11） 『ジャーナル』

1962 8 1 世界の転機は中国に在る（12） 『ジャーナル』

1962 8 11 世界の転機は中国に在る（13） 『ジャーナル』

1962 8 21 世界の転機は中国に在る（14） 『ジャーナル』

1962 8 当代の大儒、馬一浮 『師と友』14巻 8号
1962 9 1 世界の転機は中国に在る（15） 『ジャーナル』

1962 9 1 銷夏試筆 『人生』（香港）

1962 9 11 世界の転機は中国に在る（16） 『ジャーナル』

1962 9 21 世界の転機は中国に在る（17） 『ジャーナル』

1962 10 1 世界の転機は中国に在る（18） 『ジャーナル』

1962 10 11 世界の転機は中国に在る（19） 『ジャーナル』

1962 10 21 世界の転機は中国に在る（20） 『ジャーナル』

1962 11 1 世界の転機は中国に在る（完） 『ジャーナル』

1962 11 11 患難を共にせる故人―谷正之先生の死を弔う 『ジャーナル』

1962 11 21 国際的混乱の製造―フルシチョフの制裁が見たもの 『ジャーナル』

1962 12 21 日本・中国・そしてインド―政治と産業の分かれ目 『ジャーナル』

1963 1 1 歴史の新しき出発―今や何ら新意なし 思想的疲労を
癒すものは何か

『ジャーナル』

1963 1 11 時代的中心課題なき日本―眠れる“民族の魂” 『ジャーナル』

1963 1 21 困難の度を増す中共―毛沢東は今年失脚するか 『ジャーナル』

1963 1 21 早春随筆 『ジャーナル』

1963 2 11 英国の ECC加盟失敗―その後に来たるもの 『ジャーナル』

1963 2 21 日本は米国をどう見るか―あまりに甘い考え 『ジャーナル』

1963 3 1 日本は新市場を創造せよ―苦難が増大する競争 『ジャーナル』

1963 3 21 重大な情勢にある日本―日・中・印の共同体 『ジャーナル』

1963 4 1 国際緊張の隙間と日本 『ジャーナル』

1963 4 21 米国の空想な対外活動 『ジャーナル』

1963 5 1 改憲閑話 深い真の反省が必要 『ジャーナル』

1963 5 11 東西の連結点・ラオス 『ジャーナル』

1963 5 21 陶希聖氏を囲んで今日の中国を語る 『ジャーナル』

1963 5 21 わたしはこう見る 待つは一瞬の機微 大陸反攻はすで
に必至

『ジャーナル』

1963 6 1 中国の兵機と日本の政情 日中両国とも怠慢 『ジャーナル』

1963 6 11 まず日・華・印三国の団結を 新しい形勢の創造 『ジャーナル』

1963 6 21 政治家の意思と歴史の意思 『ジャーナル』

1963 7 1 日本を動かす「商人の政治」 『ジャーナル』

1963 7 11 毛・フの抗争を超える成敗 ともに苦しい懐ろ 『ジャーナル』

1963 7 21 崩れゆくソ連の対米均衡 平和共存も不安定 『ジャーナル』

1963 8 1 八方壁だらけの世界経済 末期的様相深まる 『ジャーナル』

1963 8 11 幕合いに入る国際交渉 目の離せない中共 『ジャーナル』
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年 月 日 論文名 掲載誌／紙
1963 8 21 いまの日本は何を求めるか 行き詰る世界歴史 『ジャーナル』

1963 9 1 自覚なき日中両国の政治家 資格なき平和論議 『ジャーナル』

1963 9 11 経済的逆手 ここに日本の活きる道 『ジャーナル』

1963 9 21 失敗を繰返す米外交 民主化をあせり過ぎ 『ジャーナル』

1963 10 1 問題の重要性軽視 大国の見識何処にかある 『ジャーナル』

1963 10 11 譲歩を示すフルシチョフ 断交の危険恐れる 『ジャーナル』

1963 10 21 大陸反攻を叫ぶ国府の真意 今秋決行は一応延期へ 『ジャーナル』

1963 11 1 東南アジアと日本 依然たる疑惧の眼 『ジャーナル』

1963 11 21 周鴻慶の亡命事件に想う 愚かな小手先外交 『ジャーナル』

1963 12 1 アジアの進路は自力で開かれる 『ジャーナル』

1963 12 11 非命にたおれた二人の指導者 ケネディとジンジェム
を並弔する

『ジャーナル』

1964 1 1 私の志業報告書 今こそ反省のとき 『ジャーナル』

1964 2 1 国府にも中共にも危険な年 反省の色なき日本 『ジャーナル』

1964 3 11 ああ、わが友尾﨑士郎 日本的無邪と清純さ 『ジャーナル』

1964 3 21 日華外交は決着不可能 無外交五十年の日本 『ジャーナル』

1964 3 21 ああ、わが友尾﨑士郎（その二） 『ジャーナル』

1964 4 1 大平外相に訪台を勧める 欲しい風骨と功績 『ジャーナル』

1964 4 1 ああ、わが友尾﨑士郎（その三） 『ジャーナル』

1964 4 21 民意即政治にあらず 寂寞たるかな世事 『ジャーナル』

1964 5 1 中共と国府と世界の危機 『ジャーナル』

1964 5 11 揺れる世界の現状と反発 萎縮した米国精神 『ジャーナル』

1964 5 21『汪精衛遺嘱』に想う 誠実な反省が必要 『ジャーナル』

1964 6 1 あまりにも不覚な日本 魂を喪える政治家 『ジャーナル』

1964 6 11 アジアの先覚ネールを悼む 純情と道義の生涯 『ジャーナル』

1964 6 21 憂うべき日本の政局 巧みな中共の介入 『ジャーナル』

1964 7 1 大平外相訪華の意義 心構えと態度に欠ける日本政府 『ジャーナル』

1964 7 11 東南アジアの軍事的危機 米の措置は応急策 『ジャーナル』

1964 7 21 英断を欠く米国の政策 東南アは非常事態 『ジャーナル』

1964 8 1 反省篇（1） 『ジャーナル』

1964 8 11 反省篇（2） 『ジャーナル』

1964 8 21 愚かしき米国の東南ア政策 最も低劣な膺懲策 『ジャーナル』

1964 9 5 国府論 革命退潮期の中国 『ジャーナル』

1964 10 5 易経探勝 『ジャーナル』

1964 10 15 易経探勝（第 2回） 『ジャーナル』

1964 10 25 易経探勝（第 3回） 『ジャーナル』

1964 11 5 易経探勝（第 4回） 『ジャーナル』

1964 11 25 易経探勝（第 5回） 『ジャーナル』

1964 12 5 易経探勝（第 6回） 『ジャーナル』

1964 12 15 易経探勝（第 7回） 『ジャーナル』

1964 12 25 易経探勝（第 8回） 『ジャーナル』

1965 1 5 易経探勝（第 9回） 『ジャーナル』

1965 1 15 易経探勝（第 10回） 『ジャーナル』
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1965 2 5 佐藤路線の正体 米・中間の橋渡し 『ジャーナル』

1965 2 15 易経探勝（第 11回） 『ジャーナル』

1965 2 25 易経探勝（第 12回） 『ジャーナル』

1965 3 5 易経探勝（第 13回） 『ジャーナル』

1965 3 15 易経探勝（第 14回） 『ジャーナル』

1965 3 25 易経探勝（第 15回） 『ジャーナル』

1965 4 5 テーラー大使の誤信 この夏が最大の危機 『ジャーナル』

1965 4 15 易経探勝（第 16回） 『ジャーナル』

1965 4 25 日本のベトナム調停問題 果して成算ありや 『ジャーナル』

1965 5 5 ベトナム戦争は拡大する 何ら覚悟なき外交 『ジャーナル』

1965 5 15 易経探勝（第 17回） 『ジャーナル』

1965 5 25 現下の政治的覚悟 日米両国の相似点 『ジャーナル』

1965 6 5 ゲリラの平定は可能か アメリカの対ベトナム新作戦 『ジャーナル』

1965 6 15 容易ならぬ日本の事情 一大行動あるのみ 『ジャーナル』

1965 6 25 日本政財界の国際的感覚 弥縫手段は無意味 『ジャーナル』

1965 7 5 日本を毒する現代の三悪 自国の命運に無関心 『ジャーナル』

1965 7 15 ベトナム戦争主客の勢い 切れぬ中ソの腐れ縁 『ジャーナル』

1965 7 21 自制力を養成 『教育日本新聞』

1965 7 25 日本の現状と改革 強人あって大人なし 『ジャーナル』

1965 7 25 内外の世論と闘う 重大試練に直面したジョンソン米
大統領

『ジャーナル』

1965 8 5 政治の実感と強み 岩淵先生と語る“日本の現状” 『ジャーナル』

1965 8 15 政治経済改革の新工夫 空前の頽廃と無責任 『ジャーナル』

1965 8 25 指導性なき日本の政治 朝野に横行する錯覚 『ジャーナル』

1965 9 5 日本を診断する 『ジャーナル』

1965 9 15 ベトナム戦争の“真実性” 日本にも一つの転機 『ジャーナル』

1965 9 25 印パ戦争は中共の新手段 事態はきわめて重大 『ジャーナル』

1965 10 5 現代日本の教育を憂う（一） 人を蝕む福祉国家 『ジャーナル』

1965 10 15 現代日本の教育を憂う（二） 東洋的伝統の自覚 『ジャーナル』

1965 10 5 時勢と天意 現状保持は至難の業 『ジャーナル』

1965 11 15 孫文百年祭 『ジャーナル』

1965 11 15 道徳教科書の執筆を決意 『ジャーナル』

1965 11 25 時代の新機 国民いまや総不良化 『ジャーナル』

1965 12 5 今日における志士の業 道徳、英知の総崩れ 『ジャーナル』

1965 12 15 芽 この新しい時代を生むもの 歴史と工場の煤煙 『ジャーナル』

1965 12 21 昔中国六芸の教 文明は功利主義を超越する 『教育日本新聞』

1966 1 1 年始禊文 容赦なき歴史のあと 保田氏の「風景と歴史」
の読み方

『ジャーナル』

1966 1 1 文章経国の大業 『教育日本新聞』

1966 1 15 白馬啓運 『ジャーナル』

1966 1 25 政治的器用さと見識 期待できぬ明朗化 『ジャーナル』

1966 2 5 ベトナム戦争の史的角度 気概あって徳なき中共 『ジャーナル』

1966 2 15 中共問題の解答（1） 元首と権力者の座 『ジャーナル』
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1966 2 25 中共問題の解答（2） 情操を喪える中国人 『ジャーナル』

1966 3 1 清平世界 春の香りと紀元節 『教育日本新聞』

1966 3 5 中共問題の解答（3） 毛沢東の感想と決心 『ジャーナル』

1966 3 15 中共問題の解答（4） 対日方針に連合戦線 『ジャーナル』

1966 3 25 般若心経を説く（1） 『ジャーナル』

1966 4 5 般若心経を説く（2） 『ジャーナル』

1966 4 15 般若心経を説く（3） 『ジャーナル』

1966 4 25 般若心経を説く（4） 『ジャーナル』

1966 5 5 般若心経を説く（5） 『ジャーナル』

1966 5 15 般若心経を説く（6） 『ジャーナル』

1966 5 25 般若心経を説く（7） 『ジャーナル』

1966 6 5 般若心経を説く（8） 『ジャーナル』

1966 6 11 日光東照宮観画記 悩みを吹き払ふ“善竜” 「鳴竜」に
取組む堅山南風先生

『教育日本新聞』

1966 6 15 般若心経を説く（9） 『ジャーナル』

1966 6 25 般若心経を説く（10） 『ジャーナル』

1966 9 21 朋有り遠方より来る 唐君毅先生のこと 『教育日本新聞』

1967 3 民族の文明と食物 『中国菜』7号
1967 11 8 閲世記（32）～（34） 『ジャーナル』

1967 11 28 閲世記（35）～（37） 『ジャーナル』

1968 1 8 戊申迎歳 『ジャーナル』

1968 2 18 ベトナム戦の激化 『ジャーナル』

1968 6 8「岩淵辰雄選集」に学ぶ 喪われた国民士気 『ジャーナル』

1970 10 29 哀悼三島由紀夫 『新聞天地』週刊


